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表紙写真　　谷汲さくらまつり

今月の主な内容
　役場庁舎レイアウト
　まちの話題
　生涯学習の広場
　町の人事
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基盤整備課 

振興課 

倉庫 

無線室 

宿直室 食堂 

社　会 
教育課 
ＡＬＴ 

ロビー 
学　校 
教育課 

コピー室 町民談話室 

玄関 

応接室 

中庭 

住民福祉課 商　工 
観光課 

振興事務 
所　　長 

機
械
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ス
ロ
ー
プ 

階
段 

公
民
館 

教育長 

応接室 調理実習室 

教育次長 

会 計 課  

総合受付 
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  役場の組織・機構をこれまでの５部体制から３部体制に
再編したことにより、揖斐川町役場および谷汲振興事務所
内の配置が４月１日より次のように変更されました。  
　また、これまで役場庁舎内にあった情報政策課が揖斐郡
教育センター２階（揖斐川保健センター西隣）に、新設さ
れた文化課は揖斐川歴史民俗資料館内に配置されました。 
　春日・久瀬・藤橋・坂内振興事務所は変更はありません。 
 
　ご不明なことがありましたら、お気軽に総合受付、また
は各窓口にお問合せください。　 
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三
月
二
十
六
日
（
日
）
に
揖
斐
川
町
連
合

消
防
団
の
辞
令
交
付
式
が
、
揖
斐
川
町
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
消
防
団
五
十
三
人
、
谷
汲
消
防
団

八
人
、
春
日
消
防
団
七
人
、
久
瀬
消
防
団
二

人
、
坂
内
消
防
団
一
人
の
七
十
一
人
が
新
し

く
入
団
し
、
代
表
が
こ
れ
か
ら
始
ま
る
消
防

団
活
動
に
熱
い
気
持
ち
で
辞
令
を
受
け
、
宣

誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
揖
斐
川
消
防
団
杉
山
清
団
長
を
始

め
六
団
で
八
十
四
人
が
退
団
さ
れ
、
揖
斐
川

消
防
団
河
瀬
正
義
新
団
長
を
始
め
計
九
十
二

人
が
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
消
防
庁
長
官
表
彰
お
よ
び
日
本
消

防
協
会
長
表
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
次
の

方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
（
敬
称

略
）

　

こ
の
た
び
揖
斐
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
が

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
平
成
十
七
年
九
月
に
行
わ

れ
た
第
四
十
四
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
管

理
執
行
お
よ
び
有
権
者
に
対
す
る
啓
発
活
動

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、
有
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、
明
る
く
、

正
確
で
迅
速
な
選
挙
執
行
に
向
け
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

三
月
二
十
日
（
月
）、
三
輪
の
今
西
か
ず
ゑ

さ
ん
が
九
十
五
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
西
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
で
見
た
健
康
法
な

ど
体
に
良
い
と
い
わ
れ
る
こ
と
を
実
践
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
食
べ
物
は
な
ん
で

も
食
べ
ら
れ
、特
に
、酢
の
物
が
好
物
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
西
さ
ん
に
は
、
宗
宮
町
長
よ
り
長
寿
の

お
祝
い
と
褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ

さ
い
。

町長特別感謝状を受ける杉山団長

揖
斐
川
町
連
合
消
防
団
辞
令
交
付
式

揖
斐
川
町
連
合
消
防
団
辞
令
交
付
式

選
挙
管
理
委
員
会
表
彰

選
挙
管
理
委
員
会
表
彰

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今西さんおめでとうございます 受賞の報告をされた揖斐川町選挙管理委員会　森委員長

消
防
庁
長
官
竿
頭
授　
　
　
　

藤
橋
消
防
団

町
長
特
別
感
謝
状　
　

　
　
　
　

揖
斐
川
消
防
団
長　

杉
山　
　

清

日
本
消
防
協
会
長　

　

功
績
章　

藤
橋
消
防
団
長　

大
葉　

光
義

　
　
　
　
　

揖
斐
川
消
防
団
副
団
長　

牛
嶋　

昭
三

　
　
　
　
　

藤
橋
消
防
団
副
団
長　

中
川
喜
代
文

　

精
績
章　

揖
斐
川
消
防
団
副
団
長　

河
瀬　

正
義

　
　
　
　
　

坂
内
消
防
団
分
団
長　

近
岡　

春
幸

　

勤
続
章　

坂
内
消
防
団
分
団
長　

田
中　

國
夫
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三
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た

第
三
回
全
国
ホ
ー
プ
ス
選
抜
卓
球
大
会
に
岐

阜
県
選
抜
と
し
て
参
加
し
た
竹
中
宏
旭
さ
ん

が
ベ
ス
ト
８
に
入
賞
し
、
宗
宮
町
長
へ
報
告

に
訪
れ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
が
準
々
決
勝
で
敗
退
し
ベ
ス
ト
８

と
な
り
ま
し
た
が
、
竹
中
さ
ん
は
一
セ
ッ
ト

も
落
と
さ
ず
善
戦
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
中
さ
ん
は
試
合
に
つ
い
て
、「
自
分
よ
り

強
い
選
手
が
い
っ
ぱ
い
い
た
の
で
良
い
経
験

と
な
っ
た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
、
清
水
小
学
校
の
森
華
菜
さ
ん

が
日
本
郵
政
公
社
に
よ
る
第
三
十
一
回
『
私

の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
』
コ
ン
ク
ー
ル
一
・
二

年
生
の
部
の
中
央
審
査
出
品
作
品
で
ア
イ
デ

ア
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
静
岡
の
四
県
の
東

海
管
内
で
二
十
万
点
を
越
え
る
作
品
の
中
か

ら
選
ば
れ
、
全
国
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ

れ
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

森
さ
ん
の
貯
金
箱
は
「
エ
ル
マ
ー
の
ぼ
う

け
ん
」
を
テ
ー
マ
に
紙
ね
ん
ど
な
ど
で
作
ら

れ
ま
し
た
。

　

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

三
月
十
一
日
（
土
）、
旧
名
鉄
谷
汲
駅
・
揖

斐
川
町
昆
虫
館
前
に
環
境
の
駅
四
号
店
（
谷

汲
店
）
が
完
成
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
環
境
の
駅
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
び
が
わ

ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
公
益
信

託
ぎ
ふ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
つ
ら
つ
フ
ァ
ン
ド
の
助
成

を
受
け
て
整
備
し
た
も
の
で
、
管
理
運
営
は

地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
谷
汲
が
行
い

ま
す
。

　

環
境
の
駅
で
は
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
回
収
を
行
い
、
投
入
す
る
と
揖
斐
郡
内

や
垂
井
町
の
三
十
六
登
録
店
舗
の
ラ
ッ
キ
ー

チ
ケ
ッ
ト
が
三
割
の
確
率
で
当
た
り
ま
す
。

　

三
月
十
九
日
（
日
）、
旧
名
鉄
谷
汲
駅
構
内

に
お
い
て
「
赤
白
電
車
（
旧
名
鉄
モ
５
１
０

形
）
お
か
え
り
な
さ
い
」
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
民
団
体
「
赤
い
電

車
友
の
会
」
の
企
画
で
、
関
係
者
の
あ
い
さ

つ
、
揖
斐
高
等
学
校
吹
奏
部
に
よ
る
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
の
後
、
宗
宮
町
長
が
赤
白
電
車
の

運
転
台
に
乗
り
込
み
、
参
加
者
が
構
内
ま
で

電
車
を
押
し
ま
し
た
。

　

こ
の
赤
白
電
車
が
大
切
に
保
存
さ
れ
、
町

の
観
光
の
目
玉
の
一
つ
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

全
国
ホ
ー
プ
ス
選
抜
卓
球
大
会
入
賞

全
国
ホ
ー
プ
ス
選
抜
卓
球
大
会
入
賞

第
三
十
一
回『
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
』

第
三
十
一
回『
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
』

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

赤白電車が谷汲に帰ってきました 谷汲に環境の駅オープン

森さんおめでとうございます 竹中さんおめでとうございます

環
境
の
駅
四
号
店
オ
ー
プ
ン

環
境
の
駅
四
号
店
オ
ー
プ
ン

赤
白
電
車
お
帰
り
な
さ
い

赤
白
電
車
お
帰
り
な
さ
い
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四
月
二
日
（
日
）、
愛
知
県
春
日
町
で
第
二

十
九
回
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

春
日
地
域
で
は
こ
れ
ま
で
同
名
町
村
交
流

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
も
交
流
の
一
環
と
し

て
さ
く
ら
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

桜
並
木
は
三
分
咲
程
度
で
ま
だ
寂
し
い
感

じ
で
し
た
が
特
産
販
売
な
ど
を
通
し
て
春
日

町
民
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
特
産
品

販
売
で
は
、
し
い
た
け
・
沢
あ
ざ
み
・
こ
ん

に
ゃ
く
な
ど
が
好
評
で
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
の

実
演
で
は
た
く
さ
ん
の
人
が
立
ち
止
ま
り
、

ふ
れ
あ
い
の
場
が
持
た
れ
ま
し
た
。

　

桜
が
見
頃
と
な
っ
た
四
月
九
日
（
日
）、
谷

汲
門
前
駐
車
場
で
「
谷
汲
さ
く
ら
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

華
厳
寺
参
道
の
桜
は
岐
阜
県
の
飛
騨
・
美

濃
さ
く
ら
三
十
三
選
に
選
ば
れ
て
お
り
、
そ

の
美
し
さ
に
訪
れ
た
人
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
勇
壮
な
谷
汲
踊
や
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
が
披
露
さ
れ
、
ま
た
地
元
の
特
産

品
や
那
智
勝
浦
・
日
間
賀
島
の
特
産
品
な
ど

の
販
売
が
行
わ
れ
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
、
ビ
ン
ゴ
、
餅
ま
き
が
行

わ
れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

四
月
四
日
（
火
）、「
さ
く
ら
草
学
級
」
の

三
十
三
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
役
場
前
の

桂
川
沿
い
で
お
花
見
を
行
い
ま
し
た
。　

　

当
日
の
桜
は
ま
だ
咲
き
始
め
た
ば
か
り
で

し
た
が
、
寒
さ
は
少
し
和
ら
ぎ
、
さ
く
ら
草

学
級
の
皆
さ
ん
は
春
を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
さ
く
ら
草
学
級
」
は
、
八
十
五
歳
以
上
の

方
々
を
中
心
に
月
二
回
集
ま
り
、
散
歩
、
保

育
園
訪
問
な
ど
、
地
域
や
お
年
寄
り
同
士
の

交
流
を
行
い
、
皆
さ
ん
い
き
い
き
と
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

三
月
三
十
日
（
木
）、
藤
橋
高
齢
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
藤
橋
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
多
数
が
参
加
し
、
議
事
な
ど
を
慎

重
に
審
議
し
、
満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
、
第
二
部
と
し
て
揖
斐
警
察
署
藤

橋
駐
在
所
長
よ
り
「
高
齢
者
の
交
通
安
全
」

と
題
し
て
の
講
演
が
あ
り
、
町
内
の
お
年
寄

り
の
交
通
事
故
の
実
状
な
ど
を
聞
き
、
交
通

安
全
に
対
す
る
意
識
を
さ
ら
に
深
め
ら
れ
ま

し
た
。

美しい桜のもと、谷汲踊、よさこいソーランなどで盛り上がりました

愛
知
県
春
日
町
さ
く
ら
ま
つ
り

愛
知
県
春
日
町
さ
く
ら
ま
つ
り

さ
く
ら
草
学
級
が
お
花
見

さ
く
ら
草
学
級
が
お
花
見

藤
橋
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
協
議
会
総
会

藤
橋
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
協
議
会
総
会

楽しくお花見

谷
汲
さ
く
ら
ま
つ
り

谷
汲
さ
く
ら
ま
つ
り

地域の特産品をＰＲ
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ＮＨＫ健康フェアにおいて、下記のとおり骨粗しょう症検診を行います。
この検診は、上腕のレントゲンを撮り、骨密度を測定するものです。
受診を希望される方は、揖斐川保健センター（電話２３－１５１１）までお申込みください。
定員（２００人）になり次第予約を締め切らせていただきます。

料　　金対　　　象場　　所時　　間実施月日

１，９９５円のうち
自己負担金
５００円

揖斐川町住民　２０歳以上の希望者（妊娠中の
方・妊娠の可能性のある方はご遠慮くださ
い。）

健康広場９：００～１４：００
（時間予約制）

６月１０日（土）

※ＮＨＫ健康フェアの詳細については、２３ページをご覧ください。

女性の体はデリケートです。無理なダイエット、ストレス、運動不足…　に心当たりはありませんか？
家事に育児に仕事に忙しい１８歳から３９歳までの女性を対象に、女性の健康づくりを推進します。
若い今こそ、生活習慣を見直す絶好の機会です。年に１度のチェックで、いつまでも健康を保ちましょう。

内　　容対　　象料　　金時　　間月　　日場　　所

問診、身体計測、血圧測定、
尿検査、肝機能・腎機能・
血糖・貧血・脂質代謝検査、
希望者のみ骨密度測定（別
途５００円）

１８歳～３９歳
女性

５００円

９：００～１１：３０
１３：００～１５：００

５月３０日（火）
９月１３日（水）揖斐川保健センター

９：３０～１１：３０
１３：００～１５：００

６月２１日（水）
８月２９日（火）谷汲保健センター

内　　容対　　象料　　金時　　間月　　日場　　所

上腕のレントゲンを
撮り、骨密度を測定
します。

４０・４５・５０・５５・６０・
６５歳女性（平成１８年
１２月３１日現在）

５００円

９：００～１１：３０
１３：００～１５：００

６月７日（水）
９月２８日（木）揖斐川保健センター

９：３０～１１：３０
１３：００～１５：００

６月２１日（水）
８月２９日（火）谷汲保健センター

☆受診希望調査票において希望をされた方には、ご案内します。

★詳しくは、保健カレンダーをご覧ください。

★お申込み、お問い合わせは揖斐川保健センター（ＴＥＬ２３－１５１１）までお願いします。

　この事業は、不妊治療のうち医療保険が適用されない医療費の一部を助成し、不妊治療を受ける機会を増やすこ
とを目的として実施します。
【助成の対象者】　次のすべてを満たす方
①法律上婚姻している夫婦であること
②ご夫婦のいずれか一方または両方が揖斐川町に住所を有すること
③体外受精・顕微受精以外の治療法では妊娠の見込みがないか、
　または極めて少ないと医師に診断された方。
【助成額および助成期間について】
　１年度あたり１０万円を上限として、通算して５年間まで
【申請手続き・窓口について】
　申請窓口は、揖斐川保健センターです。申請書類も用意して
　あります。不妊でお悩みの方は下記までご相談ください。
　揖斐川保健センター　ＴＥＬ２３－１５１１

5月の献血のお知らせ
■ 期日　５月８日（月）　
■ 時間　９時３０分～１５時３０分
■ 場所　トミダヤ揖斐川店
■ 種類　全献血
　 皆さんのあたたかい協力を
　　　　　お待ちしております。
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揖斐川町特定不妊治療費助成事業（平成１８年度新規事業）
申請の受付を開始します

☆受診希望調査票において希望をされた方には、ご案内します。
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４
月
３
日
（
月
）
〜
６
日
（
木
）、
揖
斐
川

健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド
、
市
場
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
谷
汲
総
合
運
動
場
を
会
場
と
し
て
、「
第

　

回
全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
い

１０び
川
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各

地
か
ら　

チ
ー
ム
（
県
外　

校
・
県
内
７
校
）

２４

１８

が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

■
試
合
結
果

《
優
勝
》
多
治
見
西
高
等
学
校
（
岐
阜
）

《
準
優
勝
》
大
阪
国
際
大
和
田
高
等
学
校
（
大
阪
）

《
３
位
》
山
形
北
高
等
学
校
（
山
形
） 

　

４
月
６
日
（
木
）
大
会
終
了
後
、「
揖
斐
川

町
合
併
一
周
年
記
念
実
業
団
招
待
試
合
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
代
表
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
に
選
出
さ
れ
て
い
る
選
手
を
擁
す
る

デ
ン
ソ
ー
（
愛
知
）
と
日
立
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

（
神
奈
川
）
に
よ
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
試
合
が

展
開
さ
れ
、
２
０
０
人
を
超
す
観
覧
者
か
ら

も
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

■
実
業
団
招
待
試
合
結
果

デ
ン
ソ
ー 
３ 
×
日
立
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア 
８

　

招
待
試
合
後
、
日
本
代
表
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
の 
井  
川  
英  
福 
監
督
を
中
心
に
、
デ
ン

い 
か
わ 
ひ
で 
と
み

ソ
ー
、
日
立
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
監
督
・
選
手
・

コ
ー
チ
に
よ
る
「
技
術
講
習
会
」
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
選
手
た
ち
は
「
非
常
に
参
考
に
な

り
、
明
日
か
ら
の
練
習
で
意
識
し
て
い
き
た

い
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
日
本
代
表
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
に
選
出
さ
れ
て
い
る
６
人
の
方
に
よ
る

「
サ
イ
ン
会
」
や
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
参
加
し
た
高
校
生

を
は
じ
め
町
内
小
学
生
２
０
０
人
近
い
参
加

を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

３
月　

日
（
金
）
藤
橋
公
民
館
で
「
オ
ー

１７

バ
ル
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
オ
ー
バ
ル
ボ
ー
ル
と
は
、
４
人
が
楕

円
形
の
ボ
ー
ル
を
得
点
板
め
が
け
て
転
が
し
、

得
点
を
競
う
と
い
う
シ
ン
プ
ル
で
体
力
を
要

し
な
い
ゲ
ー
ム
で
あ
る
た
め
、
老
若
男
女
入

り
混
じ
っ
た
対
戦
が
可
能
で
す
。
そ
の
た
め

今
回
の
大
会
で
も
小
学
生
が
大
人
相
手
に
圧

勝
す
る
こ
と
も
何
度
か
あ
り
、
中
に
は
親
子

同
士
で
緊

迫

し

た

ゲ
ー
ム
を

繰
り
広
げ

る
場
面
も

あ
り
大
変

盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

　

３
月　

日
（
日
）、
藤
橋
公
民
館
に
お
い
て
、

１９

藤
橋
地
区
子
ど
も
会
「
お
は
ぎ
作
り
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
餅
つ
き
大
会
」に
続
い

て
、今
回
の「
お
は
ぎ
作
り
」は
ふ
る
さ
と
の
食

文
化
を
学
ぶ
第
２
弾
の
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
と
そ
の

保
護
者
ら
総
勢　

名
が
参
加
し
、
講
師
の
指

３２

導
の
下
、
炊
い
た
餅
米
に
粒
あ
ん
や
き
な
粉

を
ま
ぶ
し
、
お
彼
岸
の
時
期
に
ぴ
っ
た
り
の

お
は
ぎ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
試
食
の
場

で
は
「
甘
く
て
お
い
し
い
」「
で
き
た
て
は
最

高
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
、
日
本
伝
統
の
食

文
化
を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

親
子
の
ふ
れ
合
い
、
地
域
の
ふ
れ
合
い
、
そ

し
て
伝
統
に
も
触
れ
る
と
い
う
と
て
も
価
値

あ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
５
日
（
日
）
揖
斐
小
学
校
柔
道
場
に

お
い
て
、「
第　

回
揖
斐
郡
少
年
練
成
柔
道
大

２９

会
」
が
開
催
さ
れ
、
１
３
７
名
の
児
童
生
徒

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
学
年
別
の
表
彰
と
併
せ
て
、
い
び
川
柔

道
少
年
団
の
船
越
由
惟
子
さ
ん（
藤
橋
地
区
）

第　

回
全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト

１０

　

ボ
ー
ル
選
抜
い
び
川
大
会
開
催
！

岐阜県代表多治見西高等学校
主将による選手宣誓

熱戦のひとコマ

日本トップレベルの戦い

日本代表ナショナルチーム
増淵投手による技術講習

白
熱
！
藤
橋
公
民
館

オ
ー
バ
ル
ボ
ー
ル
大
会
開
催
！

藤
橋
地
区
子
ど
も
会

「
お
は
ぎ
作
り
大
会
」
開
催
！

少
年
団
永
年
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

５月２１日（日）は家庭の日　　揖斐川町青少年育成町民会議

こ
の
事
業
は
岐
阜
県
地
域
イ
ベ
ン
ト
振
興
基
金
の

助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

� �����������	�
��

が
継
続
団
員
の
５
年
間
の
永
年
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
闘

を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

健
康
や
運
動
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談
を

専
門
家
に
よ
り
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

■
日
時　

５
月　

日
（
水
）　

時
〜　

時

１７

１３

１６

■
場
所　

健
康
広
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
費
用　

無
料

■
内
容　

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談

　
　
　
　

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談

　
　
　
　

運
動
指
導
員
に
よ
る
体
力
測
定

☆
北
方
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

◆
日
時　

５
月　

日
（
日
）
９
時
〜

２８

◆
場
所　

北
和
グ
ラ
ウ
ン
ド　

※
雨
天
中
止

☆
大
和
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

◆
日
時　

５
月　

日
（
日
）
８
時　

分
〜

１４

３０

◆
場
所　

大
和
小
学
校

☆
揖
斐
公
民
館

《
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会
》

◆
日
時　

５
月　

日
（
日
）
９
時
〜

２１

◆
場
所　

揖
斐
川
体
育
館

☆
清
水
公
民
館

《
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
》

◆
日
時　

５
月　

日
（
日
）
８
時　

分
〜

２１

４５

◆
場
所　

清
水
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

☆ 

永
公
民
館

《
い
び
祭
り
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
》

◆
日
時　

５
月
５
日
（
金
）　

時　

分
〜

１９

３０

◆
場
所　

揖
斐
川
町
役
場
集
合

《
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

◆
日
時　

５
月
７
日
（
日
）
９
時
〜

《
第
１
回
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
》

◆
日
時　

５
月　

日
（
日
）
８
時　

分
〜

１４

３０

◆
場
所　

揖
斐
川
町
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

☆
小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級
『
お
友
達
に
な
ろ
う
』》

◆
日
時　

５
月　

日
（
水
）　

時
〜

１７

１０

◆
場
所　

小
島
公
民
館

《
家
庭
教
育
学
級
『
学
校
給
食
探
検
』》

◆
日
時　

５
月　

日
（
金
）
９
時
〜

２６

◆
場
所　

小
島
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル

《
み
ん
な
の
広
場
》

◆
日
時　

５
月　

・　

日
（
土
）

１３

２０

　
　
　
　

９
時
〜　

時　

分

１１

３０

◆
場
所　

小
島
公
民
館

☆
春
日
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時　

４
月　

日
（
日
）
８
時　

分
〜

３０

３０

◆
場
所　

春
日
小
学
校
体
育
館

健
康
・
栄
養
相
談
・

　
　
　

体
力
測
定
の
ご
案
内

燦サンギャラリー

○谷汲高齢者ふれあいセンター
作品展

　　５月１３日～５月２５日
○久瀬押し花教室作品展
　　５月２７日～６月８日

中央公民館プチギャラリー

○徳山の写真・油彩展　宮川澄雄
　４月２９日～５月１１日
○春日写真展　　後藤亘
　５月１３日～５月２５日
○増山たづ子　遺作写真展
　５月２７日～５月３１日

平
成　

年
度

１８

　
　

揖
斐
川
町
立
小
中
学
校
入
学
式

　

揖
斐
川
町
の
小
中
学
校　

校
で
は
４
月
６

１８

日
に
入
学
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
に
付
き
添
わ
れ
て
登
校
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、
み
ん
な
夢
と
希
望
と
ち
ょ
っ
ぴ

り
緊
張
し
た
表
情
で
入
学
式
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
揖
斐
川
町
の
小
学
校
入
学
者
数
は

２
０
８
名
（
町
内
養
基
小
児
童
分
を
含
む
）、

中
学
校
入
学
者
数
は
１
９
６
名
で
、
そ
の
内

訳
は
次
の
通
り
で
す
。

揖
斐
小
学
校
（　

）・
大
和
小
学
校
（　

）・

４６

２５

北
方
小
学
校
（　

）・
清
水
小
学
校
（　

）・

１０

２１

小
島
小
学
校
（　

）・
谷
汲
小
学
校
（　

）・

４０

２０

長
瀬
小
学
校
（
５
）・
春
日
小
学
校
（
８
）・

久
瀬
小
学
校
（　

）・
藤
橋
小
学
校
（
１
）・

１０

坂
内
小
学
校（
２
）・
養
基
小
学
校（
町
内　

）・
２０

揖
斐
川
中
学
校
（
１
０
３
）・
北
和
中
学
校

（　

）・
谷
汲
中
学
校
（　

）・
春
日
中
学
校

４４

２５

（　

）・
久
瀬
中
学
校
（
９
）・
藤
橋
中
学
校

１１
（
３
）・
坂
内
中
学
校
（
１
）

　

今
年
度
の
揖
斐
川
町
の
学
校
教
育
は
、「
た

く
ま
し
く
豊
か
な
心
を
持
っ
た
児
童
生
徒
の

育
成
」
を
目
標
に
掲
げ
、「
ほ
ほ
え
み
と
感
動

の
あ
る
学
校
」
を
め
ざ
し
て
次
の
方
針
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　

○
学
校
の
教
育
目
標
の
具
現
に
徹
す
る
学

校
経
営
を
す
る
。

　

○
一
人
一
人
に
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く

む
指
導
を
す
る
。

　

○
郷
土
を
誇
り
に
思
い
、
相
手
を
思
い
や

る
心
を
育
て
る
指
導
を
す
る
。

　

ま
た
、
指
導
の
重
点
を
新
し
く
次
の
よ
う

に
掲
げ
ま
し
た
。

◎
一
人
一
人
に
「
よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す

る
力
」
を
は
ぐ
く
む
感
動
的
な
指
導
を
す
る
。

―
文
章
を
綴
る
力
、
語
り
合
え
る
力
を
つ
け

る
指
導
を
大
切
に
し
て
―

　

図
書
館
を
活
用
し
て
読
書
に
親
し
む
こ
と

が
、
子
ど
も
に
「
よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す

る
力
」
を
育
む
た
め
の
根
幹
で
あ
る
と
の
思

い
に
よ
る
も
の
で
す
。
学
校
の
み
な
ら
ず
、

地
域
ぐ
る
み
で
読
書
に
親
し
む
風
土
を
創
る

た
め
に
、
近
く
の
図
書
館
を
大
い
に
活
用
し

た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
目
標
の
達
成
を
め

ざ
し
、
新
し
い
揖
斐
川
町
教
育
の
一
層
の
充

実
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

登
下
校
時
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全
確

保
の
見
届
け
を
含
め
て
、保
護
者
・
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
学
校
で
は
揖
斐
川
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
学
校
紹
介
を
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
区
公
民
館
活
動
の
訂
正
に
つ
い
て

　

広
報
４
月
号
に
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た

「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
の
公
民

館
の
名
前
が
誤
り
で
し
た
の
で
左
記
の
と

お
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

☆
小
島
公
民
館

　
　
《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

　
 
�

　

☆
春
日
公
民
館

　
　
《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

地
区
公
民
館
活
動
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一
般
書

河
畔
に
標
な
く　
　

船
戸
与
一　

集
英
社

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
山
岳
地
帯
で
２
０
０
万
ド

ル
を
の
せ
た
ヘ
リ
が
墜
落
。
こ
の
金
を

め
ぐ
っ
て
密
林
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら

れ
る
迫
力
の
冒
険
巨
編

明
日
は
き
っ
と
う
ま
く
い
く

フ
ァ
イ
ー
ザ
・
ゲ
ン
ヌ　

早
川
書
房

　

母
親
と
二
人
で
移
民
し
た
高
校
生
に
は

友
達
も
い
な
い
し
、
お
し
ゃ
れ
を
す
る

お
金
も
な
い
。
で
も
き
っ
と
い
い
こ
と

が
あ
る
と
信
じ
て
頑
張
る
十
九
歳
の
女

性
作
家
の
デ
ビ
ュ
ー
作
。

宇
宙
で
一
番
優
し
い
惑
星　

戸
梶
圭
太　

中
央
公
論
社

ヒ
ス
ト
リ
ア
ン
１
・
２　

エ
イ
ザ
ベ
ス
・

コ
ス
ト
ヴ
ァ　
　
　

日
本
放
送
出
版
協
会

い
つ
も
の
朝
に　
　

今
邑　

彩　

集
英
社

名
探
偵
は
ど
こ
に
い
る　

北
村　

薫　

講
談
社

本
を
旅
す
る　

出
久
根
達
郎　

河
出
書
房
新
社

人
生
を
歩
け　

町
田　

康　

毎
日
新
聞
社

天
職
の
見
つ
け
方　

浜
口
直
太　

講
談
社

も
う
一
度
働
く　

小
島
貴
子　

筑
摩
書
房

金
持
ち
父
さ
ん
の
学
校
で
は
教
え
て
く
れ

な
い
お
金
の
秘
密

　
　

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ヨ
サ
キ　

筑
摩
書
房

本
の
寄
贈

（
有
）
揖
斐
川
清
掃　

宮
本
義
生
様
よ
り

図
書
館
へ
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
早
速
、
次
の
本
を
購
入
い
た
し
ま

し
た
の
で
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

○　

水
の
事
典

○　

紙
の
事
典

○　

韓
国
伝
統
文
化
事
典

○　

山
崎
豊
子
全
集　

二
十
三
巻

○　

司
馬
遼
太
郎
短
編
集　

全
六
十
八
巻

○　

宮
本
輝
全
集　

全
十
四
巻

○　

遠
藤
周
作
文
学
全
集　

全
十
五
巻

○　

大
江
健
三
郎　
　

全
十
巻

そ
の
他　

多
数 

一
般
書

地
に
埋
も
れ
て　

あ
さ
の
あ
つ
こ　

講
談
社

制
服
捜
査　
　
　
　

佐
々
木
譲　

新
潮
社

星
に
願
い
を　
　
　

庄
野
潤
三　

講
談
社

異
端
の
大
義
上
下　

楡　

周
平　

毎
日
新
聞
社

血
と
聖　
　
　

坂
東
真
砂
子　

角
川
書
店

野
生
の
条
件　
　

森
村
誠
一　

角
川
書
店

児
童
書

き
っ
と
天
使
だ
よ

ミ
ー
ノ
・
ミ
ラ
ー
ニ
作　

関
口
英
子
訳

　

第
二
次
世
界
大
戦
で
孤
児
と
な
っ
た
イ

タ
リ
ア
人
の
男
が
ア
フ
リ
カ
で
出
会
っ

た
の
は
、
か
つ
て
の
自
分
と
お
な
じ
よ

う
に
、
戦
争
で
す
べ
て
を
失
っ
た
男
の

子
だ
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
を
舞
台
に
、
戦

争
の
む
ご
さ
と
人
間
愛
を
え
が
い
た
奇

跡
の
物
語
。

十
ぴ
き
の
か
え
る
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

　

十
ぴ
き
の
、
か
え
る
は
う
き
う
き
の
は

ら
へ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
で
か
け
ま
し
た
。

「
は
る
だ
ね
！
」「
は
る
だ
ね
！
」「
あ
っ

ち
も
こ
っ
ち
も
は
る
い
っ
ぱ
い
！
」

フ
ク
ロ
ウ
の
大
研
究　

国
松
俊
英　

Ｐ
Ｈ
Ｐ

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
十
二
ケ
月

竹
田
津
実　

福
音
館

お
と
な
り
さ
ん　

き
し
ら
ま
ゆ
こ　

Ｂ
Ｌ
出
版

四
月
二
十
九
日
（
土
）
〜

五
月
十
三
日
（
土
）
ま
で

揖
斐
川
図
書
館
一
階
ロ
ビ
ー

香
田
寿
男
さ
ん　

制
作

　

揖
斐
祭
り
の
神
輿
つ
り
に
は
か
か
せ
な

い
歌
「
お
ば
ば
」
は
揖
斐
川
町
の
大
切
な

財
産
で
す
。
町
内
の
人
形
劇
同
好
会
「
パ

ク
パ
ク
」
は
、
こ
の
「
お
ば
ば
」
の
お
話

を
紙
芝
居
に
し
て
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞

か
せ
し
て
い
ま
す
。多
く
の
方
に
こ
の「
お

ば
ば
」の
お
話
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

揖
斐
祭
り
期
間
中
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

絵
と
お
話
両
方
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆「
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
ス
タ
ー
ト
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
で
は
三
、
四
ヶ
月
児
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
絵
本
を
手
渡
し
、
よ
み
き
か
せ

を
実
践
し
て
も
ら
う
運
動
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

毎
月
第
二
木
曜
日
午
後
一
時
半
〜
三
時

迄
、
ご
協
力
願
え
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

※　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
揖
斐
川

図
書
館
ま
で
（
２
２
‐
０
２
１
９
）

 
い
び
が
わ
新
着
図
書
紹
介

 
た
に
ぐ
み
新
着
図
書
紹
介

五
月
の
お
は
な
し
の
会
「
ま
ど
」
は

お
休
み
し
ま
す

「
お
ば
ば
」
紙
芝
居
展
示
会

�� �����������	�
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徳
山
民
俗
資
料
収
蔵
庫
は
、道
の
駅「
星

の
ふ
る
里
ふ
じ
は
し
」
構
内
の
「
星
の
ふ

る
里
ふ
れ
愛
広
場
」
を
入
っ
た
奥
の
ホ
ー

ル
右
側
に
あ
り
ま
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
二
階
建
で
、
延
床
面
積
は
一
二
〇
〇

㎡
の
規
模
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

庫
内
は
空
調
設
備
が
な
い
代
わ
り
に
、

内
壁
と
外
壁
の
間
、
さ
ら
に
天
井
部
や
床

部
に
も
、
自
然
に
対
流
が
起
き
る
よ
う
配

慮
し
た
空
間
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
構

造
で
換
気
さ
せ
る
と
と
も
に
急
激
な
外
気

の
温
度
差
に
よ
る
影
響
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
わ
け
で
す
。

　

湿
度
は
杉
材
に
よ
る
板
壁
の
吸
湿
性
と

除
湿
機
と
で
管
理
調
節
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
環
境
へ
気
配
り
し
た
省

エ
ネ
方
式
と

な
る
の
が
当

庫
の
特
色
で

も
あ
り
ま
す
。

　

庫
内
の
一

階
は
、
国
指

定
重
要
有
形

民
俗
文
化
財

の
「
徳
山
の

山
村
生
産
用
具　

五
、
八
九
〇
点
」
を
収

納
し
、
一
部
に
役
場
、
小
中
学
校
関
連
資

料
、
雨
乞
い
の
信
仰
資
料
、
縄
文
期
の
発

掘
品
な
ど
の
小
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

山
村
生
産
用
具
と
い
う
と
い
か
め
し
い

名
称
で
す
が
、
実
は
身
近
な
山
の
生
活
道

具
の
こ
と
で
、
山
村
の
テ
ー
マ
で
の
国
指

定
点
数
と
し
て
は
日
本
一
の
数
量
を
示
し

て
い
る
の
で
す
。

　

旧
徳
山
村
は
、
原
日
本
の
伝
統
的
な
生

活
様
式
を
解
き
明
か
す
た
め
に
、
大
切
な

地
区
の
一
つ
と
し
て
戦
前
か
ら
注
目
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
収
納
さ
れ
て

い
る
道
具
に
は
、
樹
皮
を
利
用
し
た
珍
し

い
セ
イ
ロ
や
穀
物
の
乾
燥
器
具
な
ど
古
い

技
法
を
と
ど
め
る
だ
け
で
な
く
、
繊
細
な

美
し
さ
を
も
ち
、
民
芸
の
域
に
通
じ
る
木

の
籠
な
ど
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
他
地
区

に
な
い
溝
つ
き
の

俎
（
マ
ナ
イ
タ
）

や
鼓
状
の
枕
な
ど
、

高
度
な
手
技
と
創

造
力
溢
れ
る
独
自

の
も
の
ま
で
あ
る

の
で
す
。
こ
の
仲

間
に
は
、
周
り
に

自
生
す
る
草
か
ら
糸
を
と
り
、
織
り
上
げ

て
着
物
に
し
て
き
た
こ
と
や
、
寒
い
と
き

の
紙
漉
き
も
加
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
刳
（
え
ぐ
）
り
も
の
の
大

型
の
鉢
類
、
臼
類
、
筵
（
む
し
ろ
）
織
り

機
な
ど
の
豪
放
な
木
ど
り
や
、
そ
の
他
の

木
製
品
に
も
見
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
形
に

驚
か
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。
さ
ら
に
お
講

の
と
き
ご
飯
を
入
れ
て
持
ち
運
ぶ
オ
コ
ビ

ツ
に
は
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
年
）
の

貴
重
な
墨
の
跡
が
残
り
、
信
仰
行
事
の
古

さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
は
東
西
文
化
の
接
点
と
い
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
道
具
を
見
る

限
り
で
は
、
東
日
本
側
に
連
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。

　

二
階
に
は
未
指
定
の
道
具
の
ほ
か
、
役

場
関
連
書
類
、
古
文
書
な
ど
、
村
に
あ
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
各
種
の
も
の
が
収
納

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

や
が
て
、
水
を
湛
え
る
で
あ
ろ
う
ダ
ム

の
底
に
、
徳
山
村
は
消
え
て
い
き
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
先
人
た
ち
の
手
の
跡
が
汗
の

跡
が
こ
も
る
道
具
が
い
っ
ぱ
い
収
蔵
庫
に

保
管
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

旧
石
器
時
代
以
来
と
い
わ
れ
る
長
い
歴

史
を
辿
っ
た
村
の
歩
み
を
、
こ
れ
ら
の
道

具
を
通
し
て
偲
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
祈

願
し
て
い
ま
す
。

・
場　

所　

揖
斐
川
町
東
横
山
一
八
三
‐
一

・
開
館
日　

土
・
日
・
祝
祭
日

・
開　

館　

四
月
〜
十
月

　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

　
　
　
（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

　
　
　
　
　

十
一
月
〜
三
月

　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

　
　
　
（
入
館
は
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
）

 

・
入
館
料

　

大　

人
（
高
校
生
以
上
）　

三
〇
〇
円

　

こ
ど
も
（
小
・
中
学
生
）　

一
五
〇
円

　

端
午
の
節
句
に
ち
な
む
資
料
展

◎
会
期　

五
月
二
十
八
日
（
日
）

◎
会
場　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

端
午
の
節
句

　

甍
の
波
と
雲
の
波
･
･
･
幼
い
こ
ろ
よ

く
歌
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

端
午
の
節
句
に
は
欠
か
せ
な
い
菖
蒲
は

古
く
か
ら
、
病
や
災
い
を
払
う
香
草
と
い

わ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
菖
蒲
を
「
尚
武
」

に
か
け
て
武
士
の
階
級
の
間
で
武
運
を
願

う
行
事
と
な
っ
た
。（
新
日
本
大
歳
時
記
）

よ
り

　

主
な
展
示
品

①
手
染
め
の
こ
い
の
ぼ
り
（
昭
和
初
期
）

②
武
者
人
形
と

　
　

甲
冑
飾
り

③
端
午
の
節
句

　
　
　

座
敷
幟

④
武
者
絵
図

徳
山
民
俗
資
料
収
蔵
庫

 
徳
山
民
俗
資
料
収
蔵
庫

徳山民俗資料収蔵庫

展示されている山村生産用具

徳山の学校の看板など

手染めのこいのぼり

古
文
書
解
読
講
座
の
ご
案
内

◎
日
時　

五
月
十
三
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
二
時
〜
四
時
ま
で

◎
講
師　

田
中　

豊
先
生

◎
会
場　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料

館
研
修
室

講
座
参
加
希
望
の
方
は
揖
斐
川
歴

史
民
俗
資
料
館（
電
話
２
２
‐
５
３

７
３
）ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
展
示
案
内

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
展
示
案
内

タテマクラ
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揖
斐
川
尚
和
園
へ

林　

良
夫
さ
ん
（
北
方
）　

野
菜

牧
村
さ
ん
（
房
島
）　
　
　

野
菜

細
川
さ
ん
（
大
野
町
）　
　

野
菜

ア
グ
リ
Ｉ
Ｂ
Ｉ　
　

手
作
り
味
噌

　
　
　
　
　
　
　
　

手
作
り
ク
ッ
キ
ー

ハ
ッ
ピ
ー　
　
　
　

雑
巾

２１

　
 

永
公
民
館
か
ら
役
場
に
公
民
館
祭
り
バ

ザ
ー
の
収
益
金
の
一
部
の
１
万
円
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月　

日
、
西

２４

濃
信
用
金
庫
奨
学

会
よ
り
読
書
活
動

奨
励
資
金
と
し
て

　

万
円
の
寄
付
を

１０い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月　

日
、 

２７

永
の
高
橋
典
男
さ

ん
よ
り
、
地
元
の

農
業
に
尽
力
さ
れ

た
故
高
橋
二
郎
さ

ん
の
遺
志
で
、
町

の
農
林
業
振
興
の

た
め
に
と
、
３
１

４
万
３
５
０
０
円

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

妻夫

（北方町）細野 佐織（北方１区）闍橋 勝彦

（神奈川県）野村 江里（北方３区）河瀬 周作

（池田町）林　 由紀（房島２区）渡邊 泰広

（大野町）闍橋 恵美（清水）太田 光則

（岐阜市）青木 千穂（和田）湯朝 充啓

（大和台）山本ちさと（谷汲名礼）加納 辰典

赤ちゃんお母さんお父さん地　　区

 優 　 菜 
ゆう な

昌　代岩間 利治北 方 ４ 区
 愛  理  菜 
え り な

由紀子岩田 年和北 方 ６ 区
 司 
つかさ

ともえ齋藤 　雄雇用促進住宅
 暖 
ひなた

聡　子中島 寛一雇用促進住宅
 菜  々   子 
な な こ

朝　美石原 慎也北 新 町
 智 　 里 
ち さと

倫　子山口 昌広北 新 町
 丈 
じょう

忍野原 達也清 水
 侑 　 奈 
ゆう な

志　穂所　 昭宏清 水
 湧 　 貴 
ゆう き

有　里栩川 幸久清 水
 留  企  冶 
る き や

亜寿香林　 伸弘島
 登 　 湧 
と わ

恵　子中井 英樹島
 誉 
ほまれ

有巳枝内藤 　元浜 里 団 地
 華 　 恋 
か れん

愛　弓闍田 健太上 野

年　　齢氏　　名地　　区

５５　矢島　　忍北 方 １ 区
８９　闍橋　清子北 方 ５ 区
７８　藤井　史朗南 方
５７　渡邊　京司房 島 ６ 区
８０　牧村　保雄前 島
８９　所　すみよ長 良
８４　山下　光江清 水
８４　岩間すゑの尚 和 園
８５　吉村　文子島
５７　高橋　重幸新 栄 町
８１　高橋すなゑ中 村
９４　粟野　文子上 東 野
８２　立柳　マサ二 ノ 宮
７５　大口　　毅谷 汲 徳 積
９０　所　　近一谷 汲 高 科
７６　闍橋　徹男谷 汲 長 瀬
８１　新川　　昇春 日 美 束
９２　新川志 を春 日 美 束
６３　高橋　 夫乙 原
９２　杉本かねよ乙 原
４９　安藤与三男小 津
７７　闍橋　　豊日 坂
９８　闊瀬なみの坂 内 広 瀬

世帯数（対前月比）女男人口（対前年比）
８,１３７（－３）　１３,６２５１２,５４１２６,１６６（－７２）合計
５,５４１（＋９）　９,６４５８,９８９１８,６３４（－２１）揖斐川地区
１,０８８（±０）　１,９２０１,７６２３,６８２（－１９）谷汲地区
５９０（－２）　８２８７１７１,５４５（－２）春日地区
４７１（－３）　７４６６４６１,３９２（－２０）久瀬地区
１９１（－４）　１７９１８３３６２（－９）藤橋地区
２５６（－３）　３０７２４４５５１（－１）坂内地区

 婚姻　～幾久しくお幸せに～

 出生　～お誕生おめでとう～

 死亡　～おくやみ申し上げます～

�� �����������	�
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助
役
就
任

　

４
月
１
日
付
け
で
こ
れ
ま
で
助

役
を
務
め
た
井
川
孝
明
氏
が
岐
阜

県
に
復
職
さ
れ
、
収
入
役
を
務
め

て
き
た
富
田
和
弘
氏
が
新
し
く
助

役
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
の
組
織
・
機
構
の
改
編
に

よ
り
５
部
体
制
か
ら
、
３
部
体
制

に
再
編
さ
れ
、
部
・
課
名
が
変
わ

り
ま
し
た
の
で
、
役
場
・
各
振
興

事
務
所
の
職
員
の
配
置
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

参　

与 

小
森　

正
信

参　

与 

林　
　

孝
之

参　

与 

三
輪　

幸
恵

参　

与 

神
谷　

節
雄

参　

与 

丸
山　

周
治

《
総　

務　

部
》

部　

長 

小
森　

勝
義

【
政
策
広
報
課
】

次
長
兼
政
策
広
報
課
長 

野
原　
　

靖

課
長
補
佐 

井
口　

澄
子

課
長
補
佐（
兼
行
政
改
革
推
進
室
）

 

今
枝　

文
雄

主　

任
（
兼
行
政
改
革
推
進
室
）

 

高
橋　

直
樹

主　

任 

林　
　

宏
昭

主　

事 

高
橋　

由
利

技
能
労
務
職
（
運
転
手
） 

 

高
橋　

達
彦

【
総　

務　

課
】

課　

長 

岡
部　

栄
一

主　

幹 

高
橋　

久
信

課
長
補
佐 

山
岸
さ
と
み

係　

長 

土
川　
　

靖

主　

任 

小
森　
　

明

主　

事 

松
尾　

和
由

【
管　

財　

課
】

課　

長 

平
野　

克
彦

課
長
補
佐 

宮
野　

正
臣

主　

査 

久
野　

賀
弘

主　

事 

今
井　

る
み

主　

事 

高
野　

謙
也

 

【
財　

政　

課
】

課　

長 

高
橋　

径
夫

主　

幹 

長
屋　

憲
幸

主　

任 

神
谷　

秀
一

主　

事 

吉
田　

美
貴

【
税　

務　

課
】

課　

長 

所　
　

敏
彦

主　

幹 

坂
口　

正
信

課
長
補
佐 

泉　
　

敏
郎

課
長
補
佐 

吉
田　

好
宏

係　

長 

林　
　

孝
行

係　

長 

川
村　

安
子

主　

任 

永
井　

和
直

主　

任 

大
野　

貴
司

主　

事 

高
橋　

和
弥

主　

事 

山
本　

佳
奈

【
企　

画　

課
】

次
長
兼
企
画
課
長 

松
本　

順
志

主
幹
（
兼
川
サ
ミ
ッ
ト
準
備
室
） 

衣
斐　

良
治

主
査
（
兼
川
サ
ミ
ッ
ト
準
備
室
） 

栗
田　

俊
彦

主　

査 

高
橋　

利
彦

主　

事 

足
立
恵
梨
子

 

【
情
報
政
策
課
】

課　

長 

清
水　

勝
正

主　

査 

所　
　

貴
宏

主　

任 

岡
崎　

康
成

主　

事 

藤
井　

重
徳

主　

事 

小
森　

陽
治

【
ダ
ム
対
策
室
】

室
長
（
兼
藤
橋
温
泉
整
備
推
進
室
長
）

 

川
瀬　

雅
治

主　

幹 

中
川　

正
志

係
長（
兼
藤
橋
温
泉
整
備
推
進
室
）

 

馬
渕　

真
二

主　

査 

寺
井　

智
紀

《
住
民
福
祉
部
》

部　

長 

杉
山　

明
吉

【
住　

民　

課
】

課　

長 

香
田　

誠
輝

主　

幹 

山
口　

勝
彦

課
長
補
佐 

末
松　

敏
幸

係　

長 

石
原　

誓
子

主　

任 

樋
口
三
千
代

主　

任 

宇
佐
美
み
ゆ
き

主　

事 

前
川　

政
美

主　

事 

河
村　

里
奈

主　

事 

松
原
由
美
子

主　

事 

生
田　
　

淳

主　

事 

新
川　

暁
子

【
生
活
環
境
課
】

課　

長 

加
藤　

政
秀

主　

幹 

林　
　

崇
久

課
長
補
佐 

立
木　

寿
明

主　

任 

松
久　

秀
紀

主　

事 

杉
山　

浩
基

主　

事 

大
野　

純
子

主　

事 

窪
田　

至
宏

【
社
会
福
祉
課
】

次
長
兼
社
会
福
祉
課
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

後
藤　

茂
治

課
長
補
佐 

所　

ゆ
み
子

主　

査 

小
森　

英
孝

主　

事 

岡
部
弥
世
子

主　

事 

新
田
華
奈
子

【
子
育
て
支
援
課
】

課　

長 

鈴
村　

行
正

課
長
補
佐 

宗
宮
や
す
子

主　

事 

今
井　

克
喜

 

富田　和弘
新助役

町
職
員
の
人
事
異
動　
　

（
４
月
１
日
付
）
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【
健
康
増
進
課
】

課
長
兼
揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

山
岸
美
代
子

課
長
補
佐 

岸　
　

妙
子

係　

長 

小
寺　

瑞
穂

係
長
心
得 

久
富
実
千
代

係
長
心
得 

林　

千
恵
美

主　

任 

河
村
あ
ゆ
み

主　

任 

林　
　

裕
子

主　

事 

川
合
さ
と
み

主　

事 

山
内　

美
幸

主　

事 

林　
　
　

恩

主　

事 

林　

美
千
子

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】

課
長
補
佐 

高
橋　

義
和

係　

長 

藤
原
輝
代
子

係
長
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

 

国
枝　
　

真

主　

任 

野
原　

晶
子

主　

任 

仲
井　

朝
恵

主　

事 

菅
原　

昌
志

主　

事 

高
橋　

真
紀

看
護
師 

瀧
瀬
き
よ
み

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー 

増
田　

温
子

《
産
業
建
設
部
》

部　

長 

窪
田　

龍
男

【
建　

設　

課
】

次
長
兼
建
設
課
長 

名
張　
　

誠

主　

幹 

松
波　

好
和

課
長
補
佐 

若
山　

孝
子

課
長
補
佐 

四
井　

庄
一

係　

長 

野
原　

幸
司

主　

査 

岡
部　

治
久

主　

任 

寺
井　

一
成

主　

任 

河
本　

太
一

主　

任 

浅
野　

広
光

主　

事 

加
納　

和
貴

主　

事 

土
本　

雅
代

【
水　

道　

課
】

課　

長 

内
藤　

晴
久

課
長
補
佐 

林　

ほ
な
み

主　

任 

竹
山　

信
博

主　

任 

横
平　
　

淳

主　

事 

成
瀬　

岳
樹

【
下
水
道
課
】

課　

長 

所　
　

直
美

課
長
補
佐 

橋
本　

眞
澄

主　

任 

坪
井　

公
師

主　

任 

若
原　

輝
幸

主　

事 

松
原　

和
哉

主　

事 

牧
村　
　

諭

主　

事 

菅
原　

武
志 

【
農
林
振
興
課
】

次
長
兼
農
林
振
興
課
長

 

大
野　

安
司

課
長
補
佐 

野
原　

英
司

課
長
補
佐 

古
野　

利
仁

課
長
補
佐
（
兼
特
産
品
開
発
室
）

 

大
岩　

明
宏

係
長
（
特
産
品
開
発
室
）（
駐：

春
日
）

 

小
寺
美
佐
子

主　

査 

上
田　
　

憲

主　

任 

矢
野
陽
一
郎

主
事
（
特
産
品
開
発
室
）

 

二
宮　
　

焦

主　

事 

河
村　

泰
子

主　

事 

衣
斐　

勇
人

【
商
工
観
光
課
】

課　

長 

若
林　

幹
夫

課
長
（
駐：

谷
汲
） 
加
納　

八
郎

係
長
（
兼
特
産
品
開
発
室
）

 

杉
本
い
ず
み

主　

任 

後
藤　

竜
介

主　

事 

高
橋　

正
宗

主　

事 

神
原　

誠
司

副
収
入
役 

高
橋　

敏
博

【
会　

計　

課
】

課　

長 

久
保
田
正
彦

課
長
補
佐 

川
地　

貞
代

主　

査 

平
野
美
保
子

主　

任 

神
谷　

基
樹

【
議
会
事
務
局
】

事
務
局
長 

吉
田　

千
尋

課　

長 

正
村　

光
隆

課
長
補
佐 

永
澤　

郁
子

係　

長 

北
野　

嘉
樹

《
教
育
委
員
会
》

教
育
長 

小
寺　
　

繁

教
育
次
長 

知
本　

俊
行

【
学
校
教
育
課
】

課　

長 

小
畑　

秋
司

課
長
補
佐 

岩
間　

眞
二

係　

長 

土
屋　

英
俊

主　

査 

小
川　

敏
貴

主　

事 

井
口　

雅
史

【
社
会
教
育
課
】

課　

長 

高
橋　

立
行

係　

長 

岩
井　

孝
夫

係　

長 

河
瀬　

浩
治

主　

任 

小
森　

成
裕

主　

事
（
駐：

谷
汲
） 
山
本　

紋
子

主　

事 

宮
川
恵
理
子

主　

事 

林　
　

将
史

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
】

課　

長 

渡
辺　

利
弘

課
長
補
佐 

山
川　

繁
行

係　

長 

林　
　

幸
司

主　

査 

高
橋
富
士
夫

主　

査 

宗
宮
ひ
と
み

主　

事 

高
橋　

康
弘

【
文　

化　

課
】

課　

長 

丹
羽　

敬
裕

課
長
補
佐 

富
田　

一
彦

課
長
補
佐
（
駐：

藤
橋
） 

川
口　

陸
士

《
谷
汲
振
興
事
務
所
》

所　

長 

神
原　

和
弘

【
振　

興　

課
】

課　

長 

廣
瀬　

喜
彦

主　

幹 

高
間　
　

歩

主　

査 

松
井　

孝
二

主　

任 

寺
井　

智
美

主　

任 

小
寺　

早
苗

【
住
民
福
祉
課
】

課　

長 

北
野　

茂
樹

係　

長 

高
橋　

明
美

�� �����������	�
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主　

任 

鷲
見　

孝
之

主　

事 

野
口　

智
代

【
基
盤
整
備
課
】

課　

長 

窪
田　

直
樹

課
長
代
理 

高
橋　

義
弘

主　

幹 

森
本　

幸
晴

係　

長 

三
島　

晃
照

係
長
（
兼
特
産
品
開
発
室
）

 

高
木　

英
樹

主　

査 

木
野
村　

亨

主　

査 

竹
中　

正
和

主　

事 

河
本　

聖
子

主　

事 

高
橋　

啓
子

《
春
日
振
興
事
務
所
》

所　

長 

宮
川
康
太
郎

【
振　

興　

課
】

課　

長 

高
橋　

信
男

主　

幹 

藤
原　

政
尚

係　

長 

金
崎　

浩
司

主　

査 

小
寺　

良
英

主
任
（
併：

森
の
文
化
博
物
館
）

 

立
川　

直
之

【
住
民
福
祉
課
】

課　

長 

小
寺　

助
次

課
長
補
佐 

藤
原　

辰
実

係　

長 

小
窪　

敏
子

係　

長 

森　
　

千
恵

【
基
盤
整
備
課
】

課　

長 

藤
田　

孫
文

主　

幹 

藤
田　

一
三

主　

幹 

新
川　

正
敏

主　

幹 

小
寺　

徳
生

係　

長 

小
寺　

淳
一

主　

査 

小
寺　

寿
一

主　

査 

藤
原　
　

弘

《
久
瀬
振
興
事
務
所
》

所
長
兼
住
民
福
祉
課
長
事
務
取
扱

 

竹
中　

保
昭

【
振　

興　

課
】

課　

長 

小
畑　

英
男

課
長
補
佐 

高
橋　

茂
盛

主　

任 

堀　
　
　

篤

主　

任 

中
島　
　

恵

【
住
民
福
祉
課
】

主　

幹 

中
島　

義
美

課
長
補
佐 

冨
田
真
奈
美

係　

長 

山
本　

照
代

主　

任 

清
水　

善
之

主　

事 

宮
腰　

美
和

【
基
盤
整
備
課
】

課　

長 

渡
辺　

節
夫

課
長
補
佐
（
兼
特
産
品
開
発
室
）

 

松
原　

孝
春

課
長
補
佐 

矢
野　

幸
司

係　

長 

川
口
ひ
と
美

係　

長 

高
橋　

宗
徳

主　

任 

増
元　

洋
成

主　

事 

河
村　

竜
彦

《
藤
橋
振
興
事
務
所
》

所
長
兼
基
盤
整
備
課
長
事
務
取
扱

 

田
村　

茂
幸

【
振　

興　

課
】

課　

長 

大
葉　

光
義

課
長
補
佐
（
併：

藤
橋
城
・
西
美

濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）

 

　
　

小
栗　

章
孝

主　

任 

中
川　

正
典

主　

任 

中
川　

幸
治

主　

事 

細
野　

朋
洋

【
住
民
福
祉
課
】

課　

長 

中
島
と
も
ゑ

課
長
補
佐 

中
川　

順
人

係　

長 

中
島　

妙
子

主　

任 

松
野　

裕
人

主　

事 

木
口　

貴
子

【
基
盤
整
備
課
】

課
長
補
佐
（
兼
特
産
品
開
発
室
）

 

橘　
　

博
幸

係　

長 

三
輪　
　

巌

係　

長 

若
園　

直
樹

主　

査 

川
本　

美
和

主　

任 

林　
　

貴
義

主　

事 

立
木　

秀
和

《
坂
内
振
興
事
務
所
》

所
長
兼
基
盤
整
備
課
長
事
務
取
扱

 

井
口　

治
彦

【
振　

興　

課
】

課　

長 

堀
井　

玉
男

課
長
補
佐 

大
村　

友
則

主　

任 

山
口　

正
代

主　

任 

高
橋　

良
尚

【
住
民
福
祉
課
】

課　

長 

増
田　

正
則

係　

長 

高
殿　

高
象

主　

査 

新
井　

栄
子

主　

任 

近
岡
ひ
と
み

【
基
盤
整
備
課
】

課
長
補
佐 

中
井　

正
文

係　

長 

谷
口　

昭
治

主　

任 

蔵
田　

秀
彦

主　

事 

山
本　

大
貴

主　

事 

原　
　

武
弘

《
派
遣
》

岐
阜
県 

田
島　

孝
二

岐
阜
県 

土
屋　

和
久

岐
阜
県 

宗
宮　

孝
臣

岐
阜
県 

窪
田　

匡
市

大
垣
市 

岩
間　
　

誠

大
垣
市 

古
野　

清
明

養
基
小
学
校
保
育
所
組
合

 

田
中　
　

亨

西
濃
運
輸
㈱ 

若
原　

紀
章

（
財
）ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン

 

松
居　

佑
樹

岐
阜
県
名
産
販
売
㈱

 

宮
脇　

憲
輔
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一 例  

揖斐郡消防組合からお知らせ 

住宅用火災報知機などの設置義務化 

あなたです　　火のあるくらしの　　見はり役 

　総務省消防庁は、最近の住宅火災による死者急増を踏まえ、消防法の一部を改正し、一般住宅である戸建住宅や
マンションなどに住宅用火災警報器などの設置を義務付けました。 

●どのような建物に必要？ 
　一戸建て住宅、店舗併用住宅、共同住宅、寄宿舎などのすべての住宅が対象になります。 
　（自動火災報知設備やスプリンクラー設備が設置されている場合は必要ありません。） 

●住宅用火災警報器とは？ 
　火災を検知する機能と警報を発する機能がワンセットになっており火災をすばやく知らせます。 
　日本消防検定協会が認定した、ＮＳマークのついたものを推奨しています。 

〈設置しなければならない期日〉 
新築の住宅など……平成１８年６月１日から 
既存の住宅など……平成２３年６月１日までに設置が必要です　 
設　置　場　所……寝室、寝室へ向かう階段の上など 

原因 
住宅火災による死者は年々増加している。 
就寝時に死者の発生が集中している。 
死者の半数は６５歳以上の高齢者。 
死因の７割が「逃げ遅れ」による。 

火災の発生の早期発見が大切 
火災で重要なのは早期発見です。火災をすばや
く発見できれば、いち早く避難でき命が助かる
可能性も高くなります。アメリカやイギリスで
は、すでに住宅用火災警報器などの設置が義務
付けられており、大変な効果を上げています。 

ＮＳマーク 

　

学
校
、
工
場
、
店
舗
な
ど
で

多
数
の
人
が
出
入
り
し
、
勤
務

す
る
事
業
所
に
は
、
一
定
の
資

格
を
持
っ
た
「
防
火
管
理
者
」

を
置
く
義
務
が
消
防
法
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
こ
の
た
び

次
に
よ
り
甲
種
防
火
管
理
者
資

格
を
取
得
す
る
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
該
当
者
、
希
望

者
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
４
日
（
火
）、

５
日
（
水
）
の
２
日
間　

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
30

■
場
所　

大
野
町
中
之
元　

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部

　

３
階
研
修
室

■
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、

テ
キ
ス
ト
・
昼
食
代
と
し
て

４
、
５
０
０
円
は
必
要
）

■
申
込
期
限　

６
月　

日（
金
）

16

【
お
問
合
せ
先
】　

揖
斐
郡
消

防
組
合 
消
防
本
部 
予
防
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
３
２－

０
１
１
９

甲
種
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会
開
催

�� �����������	�
��

　平成１８年１０月１日から福祉医療制度で父子家庭の方、精神障害者福祉手帳１～２級をお持ちの方も対象になりま
す。また、１０月１日以降の入院時食事療養費に係る標準負担額は、助成されません。ご自身でお支払いいただくこ
とになります。
　父子家庭および精神障害者福祉手帳をお持ちの方の申請は５月から受け付けますので、お気軽に役場住民課また
は各振興事務所住民福祉課までお尋ねください。

有　効　期　間対　　象　　者

誕生日から小学校卒業まで小学校卒業まで乳幼児・児童

事実発生の翌日から、当該初日以降の最初に到来
する９月３０日まで
ただし、児童が満１８歳に達する年度は３月３１日ま
で

・配偶者のいない女子で１８歳未満の児童を養育し
ている母とその児童

・父母のいない１８歳未満の児童
所得制限あり

母子家庭等

事実発生の翌日から、当該初日以降の最初に到来
する９月３０日まで
ただし、児童が満１８歳に達する年度は３月３１日まで

・配偶者のいない男子で１８歳未満の児童を養育し
ている父とその児童
所得制限あり

父子家庭

・障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福
祉手帳交付日の属する月の初日から、当該初日
以降最初に到来する９月３０日まで
・６５歳の誕生月の末日まで

下記のいずれかをお持ちの方
・障害者手帳１～３級
・療育手帳Ａ１、Ａ２、Ｂ１
・戦傷病者手帳と障害者手帳４級
・精神障害者保健福祉手帳１～２級
所得制限あり

重度心身障害者

・障害者手帳または療育手帳交付日の属する月の
初日
・６５歳の誕生月の翌月初日から

６５歳以上の重度心身障害者
（平成１８年１０月１日以降は所得制限あり）

重度心身障害老人

　平成１８年４月１日から、福祉総合支援センター（揖斐川保健センター南側）の建物の中に地域包括

支援センターが開所しました。地域包括支援センターでは保健師やケアマネージャー、社会福祉士な

どの専門職員が在駐しており、高齢の方の福祉や介護保険に関する相談支援をはじめ、身体・知的・

精神などの障害をお持ちになっている方の相談支援を行っています。高齢の方の介護に関する相談や、

身体・知的・精神の障害に関する相談などありましたら、お気軽にご相談ください。

　当センターでは、６５歳以上の方を対象に介護予防事業を実施する目的で、実態把握調査を行います。

民生児童委員さんが町民の皆さんの家庭を訪問されたときには、ご協力をお願いします。

　なお、福祉総合支援センター内には、子育て支援センターも併設されていますので、合わせてお気

軽にご相談ください。

揖斐川町 
中央公民館 

揖 斐 川 
図 書 館 

揖斐警察署 

揖斐川揖斐川 
保健保健センター 

福祉総合支援福祉総合支援センター 
（地域包括支援地域包括支援センター） 

揖斐川 
保健センター 

福祉総合支援センター 
（地域包括支援センター） 

至坂内 国道303号 

揖斐川町役場 

【お問合せ先】

　揖斐川町地域包括支援センター

　揖斐川町上南方１９３

　（福祉総合支援センター１階、旧揖斐川幼稚園）

　　ＴＥＬ　２３－１３４１
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Information Room
　

若
葉
の
緑
の
す
が
す
が
し
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
青
空
を
気
持
ち
よ
さ
そ

う
に
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
を
い
ち
早
く
見
つ
け

て
喜
ん
で
い
ま
す
。
気
候
も
よ
く
な
り
、
外

で
の
遊
び
や
散
歩
も
い
っ
そ
う
楽
し
さ
が
増

し
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
誘
い
合
っ
て
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
３
‐
１
１
３
６

■
利
用
対
象　

揖
斐
川
町
在
住
の
未
就
園
児

　
　
　
　
　
　
（
祖
父
母
可
）

■
休
館
日　

祝
祭
日
・
土
・
日
曜
日

■
開
所
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
７
‐
２
３
１
９

　

毎
年
、
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
で
す
。
岐
阜
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知
徹
底
と

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
特

設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
い
じ
め
、
体
罰
、
部
落

差
別
、
女
性
差
別
な
ど
差
別
問
題
、
家
庭
内

（
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、
扶
養
、
相

続
な
ど
）、
借
地
借
家
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
、

悩
み
ご
と
な
ど
、
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

ま
た
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日　

６
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
場　

所　

揖
斐
川
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
担
当
者　

揖
斐
川
町
人
権
擁
護
委
員

【
お
問
合
せ
先
】

　

大
垣
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
４
‐
７
８
‐
３
３
４
７

　

５
月　

日
か
ら
新
た
な
残
留
農
薬
基
準
制

２９

度
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
）
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
の
制
度
で
は
、
す
べ
て
の
農
薬
と

作
物
の
組
合
せ
に
残
留
農
薬
基
準
が
設
定
さ

れ
、
飛
散
が
原
因
で
あ
っ
て
も
、
基
準
を
超

え
て
農
薬
が
残
留
す
る
作
物
は
出
荷
停
止
や

回
収
な
ど
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
農
薬
散
布
を
行
う
際
は
、
目
的
と

す
る
作
物
の
み
な
ら
ず
周
辺
作
物
に
つ
い
て

も
、
農
薬
が
飛
散
し
基
準
を
超
え
て
残
留
し

な
い
よ
う
、
次
の
事
項
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
風
の
弱
い
時
に
風
向
き
に
注
意
し
て
散
布

②
散
布
の
方
向
や
ノ
ズ
ル
の
位
置
に
注
意
し
て
散
布

③
適
切
な
ノ
ズ
ル
を
用
い
て
適
切
な
圧
力
で
散
布

④
適
切
な
量
で
散
布

　

ま
た
常
日
頃
か
ら
周
辺
作
物
栽
培
者
と
連

絡
を
密
に
し
、
事
前
に
農
薬
散
布
す
る
こ
と

を
伝
え
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
詳
し
く

は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

http://w
w
w
.pref.gifu.lg.jp/pref/s11419

/nouyaku_gifu/00/posi.pdf

　

揖
斐
川
・
谷
汲
地
区
小
中
学
校
な
ど
に
お

い
て
次
の
と
お
り
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
天
候
な
ど
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
回
収
す
る
も
の

新
聞
紙
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど

北
方
小
学
校　

５
月　

日（
土
）、　

月　

日（
土
）

２０

１０

２１

大
和
小
学
校　

５
月　

日（
土
）、　

月　

日（
土
）

１３

１０

１４

揖
斐
小
学
校　

６
月　

日（
日
）、　

月
５
日（
日
）、

１１

１１

２
月
４
日（
日
）

清
水
小
学
校　

５
月　

日（
日
）、７
月　

日（
日
）、

２１

２３

　

月
３
日（
日
）

１２

小
島
小
学
校　

５
月　

日（
日
）、　

月　

日（
日
）

１４

１０

２９

養
基
小
学
校　

６
月
４
日（
日
）、　

月　

日（
土
）

１１

１１

北
和
中
学
校　

７
月　

日（
日
）、　

月　

日（
土
）

３０

１１

２５

谷
汲
小
学
校　
　

月
２
日（
土
）

１２

長
瀬
小
学
校　
　

月　

日（
土
）

１１

２５

谷
汲
中
学
校　

６
月
３
日（
土
）

い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２
‐
１
７
３
２
）

■
回
収
時
間　
　

時
〜　

時

１０

１５

■
回
収
場
所　

揖
斐
川
町
白
樫

　
　
　
　
　
　

内
田
木
材
工
業

■
実
施
日

　

４
月　

日（
日
）、５
月　

日（
日
）、６
月　

日（
土
）、

２３

１４

２４

７
月　

日（
土
）、８
月　

日（
日
）、９
月　

日（
日
）、

２２

２７

２４

　

月　

日（
土
）、　

月　

日（
日
）、　

月　

日（
日
）、

１０

２８

１１

２６

１２

２４

１
月　

日（
日
）、２
月　

日（
日
）、３
月　

日（
日
）

２８

２５

２５

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

金　FREE木　お教室水　交流日火　行事月　相談日

５
こどもの日

４
国民の休日

３
憲法記念日

２
FREE

１　　☆
MILKの日

１２
FREE

１１
お教室Ａ

１０
さくらんぼ（０歳児）

９
散歩

８　　☆
MILKの日

１９
FREE

１８
お教室Ｂ

１７
いちご（１歳児）

１６
ガラガラ作り

１５　　☆
MILKの日

２６
FREE

２５
お教室Ａ

２４
りんご（２･３歳児）

２３
音楽リズム

２２　　☆
MILKの日

３１
花モモ
（お年寄り）

３０
誕生会・食会
お話ルーム

２９　　☆
MILKの日

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
相
談
所
開
設

特
設
相
談
所
開
設

・相談日の☆印は担当者がすぐに対応させていただきます。
・センタールーム活動に参加されない場合でも自由に遊ぶことができます。

毎週月曜日（園庭開放日）
　　　　　　９：３０～１２：００

毎週木曜日（コアラちゃんの日）
　　　　　　９：３０～１１：００

園庭開放日

園庭開放日

戸外遊び

園庭開放日

おもちゃ作り

園庭開放日

サツマイモの苗植え

園庭開放日

１日（月）

８日（月）

１１日（木）

１５日（月）

１８日（木）

２２日（月）

２５日（木）

２９日（月）

センタールーム活動（時間１０：００～１１：３０）

農
薬
散
布
の
際
は
飛
散
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

農
薬
散
布
の
際
は
飛
散
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

平
成

年
度
親
子
ふ
れ
あ
い
リ
サ
イ
ク
ル

平
成　

年
度
親
子
ふ
れ
あ
い
リ
サ
イ
ク
ル

１８１８

（（
資
源
回
収
）
活
動
日
程
に
つ
い
て

資
源
回
収
）
活
動
日
程
に
つ
い
て

�� �����������	�
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自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の
名
義
人
の

方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
税
通
知
書
は
５
月

中
旬
に
お
手
元
に
届
き
ま
す
の
で
、
納
期
限

の
５
月　

日
（
水
）
ま
で
に
お
近
く
の
金
融

３１

機
関
な
ど
（
銀
行
、
信
用
金
庫
、
農
協
（
Ｊ

Ａ
）、
郵
便
局
、
自
動
車
税
事
務
所
、
県
税
事

務
所
）
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
納
税
通
知
書

が
届
か
な
い
、
口
座
振
替
や
税
の
相
談
、
そ

の
他
ご
不
明
の
点
が
あ
る
場
合
な
ど
は
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
自
動
車
税
の
減
免
申

１８

請
手
続
き
を
さ
れ
る
方
は
締
め
切
り
が
５
月

　

日
（
水
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請

２４し
て
い
な
い
方
は
で
き
る
だ
け
早
く
手
続
き

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
に
減
免
を
受
け
た
方

１７

で
も
、
再
申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
減
免
を
受
け
ら
れ
る
の
は
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
う
ち
、
県
の

定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
で
す
）

【
お
問
合
せ
先
】

岐
阜
県
西
濃
県
税
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
８
４
‐
７
３
‐
１
１
１
１

岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
８
‐
２
７
９
‐
３
７
８
１ 

　

揖
斐
川
町
商
工
会
お
よ
び
揖
斐
川
町
青
色

申
告
会
で
は
、
平
成　

年
分
か
ら
営
業
・
農

１８

業
・
不
動
産
所
得
の
収
支
計
算
に
つ
き
、
青

色
申
告
を
開
始
さ
れ
た
方
を
対
象
に
年
間
を

通
じ
て
記
帳
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
記
帳
指
導
は
、

①
日
々
の
取
引
に
よ
る
仕
訳
↓
帳
簿
へ
の
記

入
↓
月
次
の
処
理
↓
決
算
↓
確
定
申
告
ま
で
、

②
従
業
員（
家
族
専
従
者
を
含
む
）の
給
与
に

関
す
る
源
泉
税
の
納
付
指
導
な
ど
、「
税
務
・

経
理
」
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
含
み
ま
す
。

　

指
導
を
ご
希
望
の
方
は
、
揖
斐
川
町
商
工

会
各
支
所
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
商
工
会　

揖
斐
川
支
所　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２
‐
６
１
８
５

谷
汲
支
所　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
５
‐
２
２
３
１

春
日
支
所　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
８
‐
３
５
６
６

久
瀬
支
所　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
４
‐
２
５
２
２

藤
橋
支
所　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
２
‐
２
５
１
３

坂
内
支
所　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
３
‐
２
３
７
８

　

岐
阜
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援
コ
ー
ナ
ー
で

は
、　

歳
以
上
で
在
職
中
の
方
や
定
年
を
間

４５

近
に
控
え
た
方
、
企
業
の
人
事
な
ど
の
担
当

者
を
対
象
に
雇
用
情
勢
や
定
年
後
の
職
業
生

活
に
必
要
な
知
識
、
情
報
の
提
供
を
行
っ
て

お
り
、
次
の
と
お
り
「
職
業
生
活
設
計
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
岐
阜
高
齢
期

雇
用
就
業
支
援
コ
ー
ナ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

■
開
催
日
時　

６
月
２
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時

１３

３０

１６

■
場
所　

大
垣
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
サ
ン
ワ
ー
ク
大
垣
）
視
聴
覚
室

　
　
　
　

大
垣
市
長
松
町
８
４
７
‐
９
５

■
テ
ー
マ　
「
ど
う
備
え
る
�　

大
介
護
時

代
を
迎
え
て
」　

〜
介
護
保
険
制
度
の
し
く

み
と
将
来
へ
の
備
え
〜

■
講
師　

社
会
保
険
労
務
士　

高
野
芳
一
氏

■
定
員　
　

名
（
先
着
順
）
定
員
に
な
り
次

３０

第
締
め
切
り
ま
す

■
参
加
費　

無
料

【
お
問
合
せ
先
】　

岐
阜
高
齢
期
雇
用
就
業

支
援
コ
ー
ナ
ー　

岐
阜
市
橋
本
町
２
‐
２
０

濃
飛
ビ
ル
５
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
８
‐
２
５
１
‐
８
５
５
１

■
日　

時　

６
月　

日
（
土
）

１０

　
　
　
　
　
　

時
〜　

時　

分（
受
付　

時
〜
）

１３

１６

３０

１２

■
場　

所　

岐
阜
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

岐
阜
市
金
町
５
‐
７
‐
２

■
対
象
者　

平
成　

年
３
月
大
学
、
短
大
、

１９

高
専
、
専
修
学
校
卒
業
予
定
者

　

平
成　

年
３
月
卒
業
の
未
就
職
卒
業
者

１８

■
主　

催　

厚
生
労
働
省
岐
阜
労
務
局

　
　
　
　
　

岐
阜
学
生
職
業
相
談
室

　
　
　
　
　
（
社
）岐
阜
県
雇
用
開
発
協
会

岐
阜
県
か
ら
自
動
車
税
の
納
付
と

岐
阜
県
か
ら
自
動
車
税
の
納
付
と

減
免
申
請
手
続
き
の
ご
案
内

減
免
申
請
手
続
き
の
ご
案
内

平
成

年
分
か
ら
青
色
申
告
を

平
成　

年
分
か
ら
青
色
申
告
を

１８１８

開
始
さ
れ
た
方
へ
お
知
ら
せ
で
す

開
始
さ
れ
た
方
へ
お
知
ら
せ
で
す

揖
斐
川
町
商
工
会
・
青
色
申
告
会

揖
斐
川
町
商
工
会
・
青
色
申
告
会

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
開
催

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
開
催

２
０
０
７

大
学
・
短
大
等
卒
業
者

２
０
０
７　

大
学
・
短
大
等
卒
業
者

採
用
企
業
合
同
説
明
会
開
催

採
用
企
業
合
同
説
明
会
開
催

平成１８年度納税等カレンダーの 
　　　　　　介護保険料について 
　広報いびがわ４月号と一緒に配布しました「平
成１８年度納税等カレンダー」に掲載の介護保
険料につきましては、特別徴収分の納期のカ
レンダーになります。普通徴収分（５月～２月、
全１０期）の納期は掲載していませんのでご注
意ください。  
　お問合せ先　揖斐広域連合 
　　　　　　　ＴＥＬ０５８５－２３－０１８８ 

町税などの納期限のお知らせ 
５月１日（月）は、固定資産税（１期・全納） 
　　　　　　軽自動車税（全期）の、 
５月３１日（水）は、国民健康保険税（１期） 
　　　　　　　　　　　　の納期限です。 
　納め忘れのないように、早めに納めましょう。 
　また、口座振替で納付されている方は、納期
限前日までに預貯金残額の確認と入金をお願
いします。 
※町税などの納付は安全で便利な口座振替で！ 
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町
で
は
、
初
心
者
の
方
を
対
象
に
�
パ
ソ

コ
ン
＆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
�
を
行
い
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
を
買
っ
た
け
ど
使
い
方
が
わ

か
ら
な
い
。
今
に
な
っ
て
ま
わ
り
の
人
に
聞

き
辛
い
と
い
う
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

１
日
目
：
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習

２
日
目
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＆
電
子
メ
ー
ル
講
習

■
日
時
・
場
所

〈
揖
斐
川
会
場
〉揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
Ｏ
Ａ
室

第
１
グ
ル
ー
プ　

６
月
７
日（
水
）、８
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　

時
〜　

時

１０

１６

第
２
グ
ル
ー
プ　

６
月　

日（
土
）、　

日（
日
）

１０

１１

　
　
　
　
　
　
　
　

時
〜　

時

１０

１６

　

定
員　

８
名
（
各
グ
ル
ー
プ
）

〈
谷
汲
会
場
〉
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館

第
３
グ
ル
ー
プ　

６
月　

日（
水
）、　

日（
木
）

１４

１５

　
　
　
　
　
　
　
　

時
〜　

時

１０

１６

第
４
グ
ル
ー
プ　

６
月　

日（
土
）、　

日（
日
）

１７

１８

　
　
　
　
　
　
　
　

時
〜　

時

１０

１６

　

定
員　

８
名
（
各
グ
ル
ー
プ
）

〈
坂
内
会
場
〉
坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー
図
書
館

第
５
グ
ル
ー
プ　

６
月　

日（
水
）、　

日（
木
）

２１

２２

　
　
　
　
　
　
　
　

時
〜　

時

１０

１６

第
６
グ
ル
ー
プ　

６
月　

日（
土
）、　

日（
日
）

２４

２５

　
　
　
　
　
　
　
　

時
〜　

時

１０

１６

　

定
員　

６
名
（
各
グ
ル
ー
プ
）

■
参
加
費　

材
料
費
、
消
耗
品
費
と
し
て

　
　
　
　
　

一
人
２
０
０
円
い
た
だ
き
ま
す
。

 

■
申
し
込
み
方
法

　

揖
斐
川
町
役
場
情
報
政
策
課
お
よ
び
各
振

興
事
務
所
振
興
課
に
申
し
込
み
用
紙
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ご
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
受
付
開
始
日　

５
月
８
日
（
月
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
情
報
政
策
課

揖
斐
川
町
上
南
方
１
６
５
‐
１
０
（「
揖
斐
郡

教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
」
揖
斐
川
保
健
セ

ン
タ
ー
西
隣
）　　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
１
‐
３
１
７
１

　

※
４
月
よ
り
情
報
政
策
課
の
場
所
が
変
更
と
な
り

ま
し
た
の
で
お
越
し
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
町
営
住
宅

・
住　
　

所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６
番
地

・
募
集
戸
数　

１
戸（
５
号
棟
２
０
１
号
室
）

・
建
設
年
度　

昭
和　

年
度

６２

・
構
造
な
ど　

中
層
耐
火
構
造
３
階
建
て

・
間　
取　
り　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐　
車　
場　

１
台

・
家　
　

賃　

１
６
、
７
０
０
円
〜

・
そ　
の　
他　

浴
槽
・
風
呂
が
ま
は
入
居
者

持
込
に
な
り
ま
す
。
家
賃
の
他
に
共
益
費

（
浄
化
槽
の
使
用
料
・
共
用
部
分
の
電
気

料
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

　

水
道
：
上
水
道　
　

下
水
：
共
用
浄
化
槽

②
そ
ら
む
き
町
営
住
宅
（
単
身
）

・
住　
　

所　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９
番
地

・
募
集
戸
数　

１
戸
（
２
０
５
号
室
）

・
建
設
年
度　

平
成　

年
度

１１

・
構
造
な
ど　

中
層
耐
火
構
造
２
階
建
て

・
間　
取　
り　

１
Ｋ

・
駐　
車　
場　

１
台

・
家　
　

賃　

１
６
、
１
０
０
円
〜

・
そ　
の　
他　

本
住
宅
は
単
身
者
専
用
と
な

り
ま
す
。
家
賃
の
他
に
共
益
費
（
浄
化
槽

の
使
用
料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

　

水
道
：
簡
易
水
道　

下
水
：
共
用
浄
化
槽

③
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
徳
積

・
住　
　

所　

揖
斐
川
町
谷
汲
徳
積
１
７
５
０
番
地

・
募
集
戸
数　

１
戸
（
２
号
棟
）

・
建
設
年
度　

平
成
７
年
度

・
構
造
な
ど　

木
造
２
階
建
て

・
間　
取　
り　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
駐　
車　
場　

２
台

・
家　
　

賃　

３
２
、
８
０
０
円
〜

・
そ　
の　
他　

家
賃
の
他
に
共
益
費
（
浄
化

槽
の
使
用
料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

　

水
道
：
簡
易
水
道　

下
水
：
共
用
浄
化
槽

《
共
通
事
項
》

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件　

揖
斐
川
町
内
に
在
住
も
し
く

は
在
勤
に
限
る
。

※
そ
の
他
所
得
要
件
あ
り　

■
募
集
期
間　

５
月
８
日
〜
５
月　

日
１９

■
入
居
予
定
日　

６
月
９
日

【
お
問
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２
‐
２
１
１
１　

内
線
２
０
３

揖
斐
川
町
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成　

年
度

１８

採
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◎
作
業
職
員

■
勤
務
先　

い
び
が
わ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

■
募
集
人
員　

１
名

■
応
募
資
格　

年
齢　

歳
未
満
の
方
で
普
通

４０

運
転
免
許
の
あ
る
方

■
試
験　

面
接
試
験
を
実
施

■
応
募
方
法　

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に

記
入
し
、
５
月　

日
（
木
）
ま
で
に
揖
斐

１８

川
町
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

◎
運
転
手
（
学
校
給
食
の
配
送
）

■
勤 
務 
先　

揖
斐
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
募
集
人
員　

１
名

■
応
募
資
格　

年
齢　

歳
未
満
の
方
で
普
通

５０

運
転
免
許
の
あ
る
方

■
試
験　

面
接
試
験
を
実
施

■
採
用　

決
定
次
第

■
雇
用
期
間　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

１９

３１

■
給
与　

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件
に
よ
る

■
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
国
民
の

休
日
・
年
末
年
始
お
よ
び
小
中
学
校
の
春

休
み
・
夏
休
み
・
冬
休
み
を
除
く
）

　

８
時
〜　

時　

分

１５

４５

■
応
募
方
法　

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に

記
入
し
、
５
月　

日
（
水
）
ま
で
に
揖
斐

１０

川
町
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

揖
斐
川
町
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

揖
斐
川
町
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

平
成

年
度
職
員
の
募
集

平
成　

年
度
職
員
の
募
集

１８１８

臨
時
職
員
の
募
集

臨
時
職
員
の
募
集
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��

テーマ 

Information Room

■対　　象　プロ、アマチュアを問いません。
■内　　容　美しい自然と恵まれた風土に培われた薬草の宝庫、伊吹山系で採れた薬草を用い、「私が考える薬

草料理」を募集します。
■応募期間　４月２５日（火）から６月１６日（金）
■応募方法　揖斐川町役場農林振興課および各振興事務所基盤整備課に備え付けの応募用紙に材料、レシピな

ど必要事項を記入、作品写真を貼付の上、上記機関に提出をお願いします。
■審査方法　一次審査（書類審査）　６月下旬
　　　　　　二次審査（現物審査）　７月中旬
■表　　彰　優秀作品には賞状および副賞（特産品）を贈呈します。

○
花
か
ざ
り
コ
ン
ク
ー
ル

■
応
募
対
象

①
ガ
ー
デ
ン
の
部　

個
人
宅
の
庭
全
体
、
休

耕
田
を
利
用
し
た
花
畑
な
ど

②
ミ
ニ
ス
ペ
ー
ス
の
部　

個
人
宅
の
玄
関
ア

プ
ロ
ー
チ
な
ど

■
申
込
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
、
写
真
を
貼
付
の
う
え
、
役
場
へ
提
出
。

（
自
薦
、
他
薦
不
問
）

○
「
わ
が
家
の
お
庭
紹
介
」

■
テ
ー
マ　
「
わ
が
家
の
花
か
ざ
り
紹
介
」

■
応
募
資
格　

花
か
ざ
り
を
楽
し
ま
れ
て
い

る
町
内
在
住
者

■
申
込
方
法　

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
に

１７

撮
影
し
た
写
真
３
枚
以
内（
ネ
ガ
と
共
に
）

お
よ
び
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
。

（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
場
合
は
、

メ
ー
ル
に
よ
る
応
募
も
可
能
）

■
募
集
期
間　

７
月　

日
（
月
）
ま
で

２４

■
応
募
用
紙　

役
場
企
画
課
、
各
振
興
事
務

所
お
よ
び
揖
斐
総
合
庁
舎
に
て
配
布
中

（
財
）
花
の
都
ぎ
ふ
花
と
緑
の
推
進
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
能
（http://w

w
w
.fandg.gifu-net.jp

）

■
主
催　
（
財
）花
の
都
ぎ
ふ
花
と
緑
の
推
進

セ
ン
タ
ー

【
お
問
合
せ
先
】
西
濃
振
興
局
振
興
課
振
興
担
当

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
４
‐
７
３
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
６
７
）

　

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
は
河
川
の

監
視
、
河
川
愛
護
思
想
の
普
及
と
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
河
川
愛
護
モ

ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
で
河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間　

５
月
８
日
〜
５
月　

日
３１

■
募
集
人
員　

５
名

■
応
募
資
格　
　

歳
以
上
で
木
曽
川
上
流
河

２０

川
事
務
所
管
内
の
河
川
（
揖
斐
川
、
根
尾
川

な
ど
）
の
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
。

　

川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、
河
川
愛
護
に

関
心
の
あ
る
方
。

■
手　
　

当　

月
額
４
、
５
８
０
円

■
委
嘱
期
間　

平
成　

年
７
月
１
日
〜

１８

平
成　

年
６
月　

日
（
１
年
間
）

１９

３０

【
お
問
合
せ
先
】
国
土
交
通
省
木
曽
川
上
流

河
川
事
務
所　

占
用
調
整
課　

林
、
大
沢

〒
５
０
０
‐
８
８
０
１　

岐
阜
市
忠
節
町
５
‐
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
‐
２
５
１
‐
１
３
２
６

◎
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
会
（
受
験
資
格
取
得
講
習
）

■
日
時　

５
月　

日
（
水
）
〜　

日
（
金
）

１０

１２

　
　
　
　

９
時
〜　

時
１７

■
会
場　

岐
阜
県
福
祉
・
農
業
会
館

■
費
用　

１
４
、
７
０
０
円

■
資
格　

年
齢
・
経
験
・
男
女
不
問

【
お
問
合
せ
先
】（
社
）
日
本
ボ
イ
ラ
ー
協
会

　

岐
阜
支
部　

岐
阜
市
東
金
宝
町
２
‐
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
‐
２
６
５
‐
１
９
４
３

　

岐
阜
県
警
察
で
は
県
内
に
お
住
ま
い
の
小

学
４
年
生
を
対
象
と
し
て
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
募
集
テ
ー
マ

「
が
ん
ば
れ
！
み
ん
な
の
け
い
さ
つ
か
ん
」

■
募
集
期
間　

４
月
下
旬
〜
５
月
中

　

み
ん
な
の
近
く
に
あ
る
警
察
署
・
交
番
な
ど

で
働
く
警
察
官
の
姿
や
建
物
、未
来
の
警
察
署

や
建
物
を
想
像
し
た
も
の
を
四
つ
切
り
画
用

紙
に
自
由
に
描
い
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】
揖
斐
警
察
署　

警
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
５
‐
２
３
‐
０
１
１
０

内
線
２
１
１

第

回
「
花
の
都
ぎ
ふ
」
花
ざ
か
り
コ
ン

第　

回
「
花
の
都
ぎ
ふ
」
花
ざ
か
り
コ
ン

１５１５
ク
ー
ル
・「
わ
が
家
の
お
庭
紹
介
」
募
集

ク
ー
ル
・「
わ
が
家
の
お
庭
紹
介
」
募
集

よ
り
よ
い
川
づ
く
り
の
た
め

よ
り
よ
い
川
づ
く
り
の
た
め

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
の
資
格
を
取
ろ
う

２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
の
資
格
を
取
ろ
う

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

不
法
電
波

電
波
利
用
保
護
旬
間

　

６
月
１
日
〜　

日
１０

不
法
電
波
は
犯
罪
で
す
。

守
っ
て
く
だ
さ
い
。
電
波
の
ル
ー
ル

電
波
に
は
免
許　

　
　

無
線
機
に
は
技
適
マ
ー
ク

不
法
無
線
局
取
締
り
中

【
連
絡
先
】　

総
務
省
東
海
総
合
通
信
局

　

不
法
無
線
局
の
相
談
は

　
　

０
５
２
‐
９
７
１
‐
９
１
０
７

　

Ｔ
Ｖ
な
ど
の
受
信
相
談
は

　
　

０
５
２
‐
９
７
１
‐
９
６
４
８

�

�

�

�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�

「
夢
け
い
さ
つ

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

「
夢
け
い
さ
つ　

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

２１２１
作
品
募
集

作
品
募
集
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昭
和　

年
に
第
８
回
全
国
植
樹
祭
が
谷
汲

３２

で
開
催
さ
れ
て
か
ら　

年
を
経
過
し
、
本
年

４９

再
び
、
全
国
植
樹
祭
が
下
呂
市
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
併
せ
て
揖
斐
川
町

谷
汲
『
天
皇
林
・
緑
地
公
園
』
を
西
濃
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
位
置
付
け
、
地
域
住
民

と
子
ど
も
の
参
画
に
よ
り
「
森
の
恵
み
」
を

未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
、
緑
化
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
併
せ
て
第　

回
揖
斐
水
と
緑

５６

の
祭
り
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
大
会
テ
ー
マ　

―
あ
り
が
と
う　

未
来
へ
つ
な
げ　

　

森
の
め
ぐ
み
―

■
キ
ー
ワ
ー
ド　
「
子
ど
も
が
主
役
・
森
の
め

ぐ
み
の
活
用
」

■
開
催
日
時　

５
月　

日
（
日
）

２１

　
　
　
　
　
　

８
時　

分
〜　

時

３０

１５

■
場
所　

揖
斐
川
町
谷
汲 
緑
地
公
園

■
主
催　

第　

回
全
国
植
樹
祭
サ
テ
ラ
イ
ト

５７

会
場
実
行
委
員
会
（
岐
阜
県
、
揖
斐
川
町
、

岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会
揖
斐
支
部
）

■
催
し
も
の　

森
林
学
習
、
式
典
表
彰
、
枝

打
ち
実
演
、
子
ど
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
森
の
音

楽
会
、
環
境
活
動
発
表
会
、
苗
木
無
料
配
布

物
産
販
売
な
ど

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

谷
汲
振
興
事
務
所
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　

き
れ
い
な
水
を
次
の
世
代
へ　

親
子
で
楽

し
く
参
加
し
よ
う
！　

川
を
身
近
に
感
じ
よ

う
！
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
揖
斐
川
流
域
ク
リ
ー

ン
作
戦
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

揖
斐
川
流
域
を
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
一
斉
清

掃
を
行
い
そ
の
後
、
鮎
の
放
流
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

５
月　

日
（
日
）
小
雨
決
行

２８

　
　
　
　

７
時　

分
〜　

時　

分

３０

１０

３０

■
開
催
場
所　

★
揖
斐
川
会
場　

　

揖
斐
川
の
井
ノ
口
橋
か
ら
三
町
大
橋
ま
で

　

粕
川
の
粕
川
大
橋
か
ら
合
流
点
ま
で

　

桂
川
の
上
ミ
野
野
村
橋
か
ら
合
流
点
ま
で

★
久
瀬
会
場　

揖
斐
川
久
瀬
地
内

★
坂
内
会
場　

坂
内
振
興
事
務
所
前
・
坂
内
川

■
集
合
場
所

揖
斐
川
会
場　

い
び
が
わ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
付
近

久
瀬
会
場　

久
瀬
公
民
館（
旧
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

坂
内
会
場　

新
大
谷
橋
付
近

■
参
加
者
の
持
ち
物

　

作
業
の
で
き
る
服
装
・
長
靴
・
軍
手

■
参
加
申
込
み

　

郵
便
は
が
き
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
職

業
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
明
記
の
上
、

次
の
�
揖
斐
川
流
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
�
係

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

５
月　

日
（
火
）　

時　

分
か
ら
揖
斐
川
町

１６

１９

３０

中
央
公
民
館
で
参
加
者
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

●
揖
斐
川
会
場

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

〒
５
０
１
‐
０
６
１
９　

揖
斐
川
町
三
輪
６
７
７
‐
２
‐
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２
‐
１
７
３
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
‐
２
４
７
１

揖
斐
川
中
部
漁
業
協
同
組
合

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
‐
０
０
１
２

●
久
瀬
会
場

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
か
ら
の
や
ま
久
瀬

〒
５
０
１
‐
０
７
０
２　

揖
斐
川
町
西
津
汲
７
１
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
４
‐
１
０
３
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
４
‐
１
０
３
４

●
坂
内
会
場

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

西
濃
学
園

〒
５
０
１
‐
０
９
０
３　

揖
斐
川
町
坂
内
坂
本
２
１
８
７
‐
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
３
‐
２
６
５
２

　

６
月
２
日
（
金
）
〜
４
日
（
日
）、
揖
斐
川

町
中
央
公
民
館
で
「
い
び
花
と
緑
の
祭
典
２

０
０
６
」
を
開
催
し
ま
す
。「
花
」
と
「
緑
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
サ
ツ
キ
や
山
野
草
な
ど
の

「
花
と
緑
の
展
示
会
」
を
主
に
、
花
の
相
談

コ
ー
ナ
ー
、
物
産
展
や
苗
木
無
料
配
布
な
ど

の
催
し
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
花
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
「
花

木
寄
せ
植
え
教
室
」
を
６
月
２
日
（
金
）〈
雨

天
順
延
〉
の
午
前　

時
、　

時
に
開
催
し
ま

１０

１１

す
。（
参
加
料　

１
、
５
０
０
円
）
参
加
ご
希

望
の
方
（
先
着
１
０
０
名
様
）
は
、
揖
斐
川

町
役
場
商
工
観
光
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２
‐
２
１

１
１
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　

県
で
は
、
都
市
住
民
が
自
然
や
歴
史
文
化

な
ど
に
触
れ
る
こ
と
で
、
農
山
村
や
農
業
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
農
山
村
の
良
さ
を
再

認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、「
て
く
て
く
ろ
ー
ど

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
今
回
揖
斐
川
町
春
日
で
揖

斐
農
林
事
務
所
主
催
に
よ
る
「
せ
ら
ぴ
ー
か

す
が
ろ
ー
ど
」（
西
美
濃
て
く
て
く
ろ
ー
ど
の

コ
ー
ス
）
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
時　

５
月　

日（
日
）９
時
〜　

時

１４

１４

■
コ
ー
ス
名　

せ
ら
ぴ
ー
か
す
が
ろ
ー
ど

　
「
西
美
濃
て
く
て
く
ろ
ー
ど　

み
ど
り
の
さ
ん
ぽ
コ
ー
ス
掲
載
」

■
コ
ー
ス　

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
↓
薬
師
堂

↓
上
ヶ
流
茶
園
↓
津
島
神
社
↓
偏
光
寺
↓
か

す
が
モ
リ
モ
リ
村　

約
５
�

■
所
要
時
間　

約
２
時
間

■
受
付
時
間　

９
時
〜　

時
１１

■
参
加
方
法　

参
加
費
無
料　

予
約
不
要

■
特　
　

徴

・「
上
ヶ
流
茶
園
」
で
は
新
緑
の
山
々
と
高
地

に
広
が
る
お
茶
園
と
の
美
し
い
の
ど
か
な
風

景
が
楽
し
め
ま
す
。

・
製
茶
工
場
の
協
力
に
よ
り
お
茶
づ
く
り
の

行
程
見
学
や
、
で
き
た
て
の
お
茶
の
試
飲
が

で
き
ま
す
。

・
コ
ー
ス
途
中
の
神
社
な
ど
で
は
、
そ
の
説

明
看
板
が
設
置
さ
れ
、
春
日
地
区
の
歴
史
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
農
道
・
林
道
な
ど
の
説
明
看
板
が
設
置
さ

れ
、
農
山
村
の
生
活
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
完
歩
者
に
は
、
先
着
で
参
加
賞
を
配
布
し

ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】
揖
斐
農
林
事
務
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
３
‐
１
１
１
１
（
内
線
４
１
１
・
４
１
２
）

「
い
び
花
と
緑
の
祭
典
２
０
０
６
」開
催

「
い
び
花
と
緑
の
祭
典
２
０
０
６
」開
催

「
西
美
濃
て
く
て
く
ろ
ー
ど
」

「
西
美
濃
て
く
て
く
ろ
ー
ど
」

第

回
全
国
植
樹
祭
西
濃
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

第　

回
全
国
植
樹
祭
西
濃
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

５７５７
緑
化
イ
ベ
ン
ト
開
催
案
内

緑
化
イ
ベ
ン
ト
開
催
案
内

ミ
ズ
み
ず
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６

ミ
ズ
み
ず
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６

揖
斐
川
流
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
参
加
者
募
集

揖
斐
川
流
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
参
加
者
募
集

�� �����������	�
��

若葉かおる季節とともに揖斐祭りが５月４日・５日に三輪神社で開催されます。 
また本年で３回目を迎える「揖斐子供歌舞伎特別披露」は、５月３日揖斐川町中央公民館で開催されます。
入場は無料。ぜひ一度ご覧ください。 

　６月１０日（土）に揖斐川健康広場において、「ＮＨＫ健康フェア～食育と健康のつどい～」の収録が行
われます。この番組は、「自分の健康状態は自ら把握し、未然に病気から体を守る」という自助努力意識
の高揚を図ることを目的に、厚生労働省・日本医師会などの後援を受け、昭和６１年から実施しています。 
　また平成１７年度からは、農林水産省などの協力を得て、食育推進の一環として“食と健康”に焦点をあて
たコーナーを実施しています。 

「揖斐子供歌舞伎特別披露」 
演目　「鎌倉三代記　三浦別れの段」 
５月３日　午後１時３０分・午後７時開演 

「揖斐祭り」 
５月４日　午後１時３０分・４時・７時３０分上演 
　　５日　午後２時・４時・７時３０分上演 

　５月３日（水・祝）に「第１４回飛騨・美濃歌舞伎大会いびがわ２００６」が久瀬公正公民館・揖斐川町中央公民館の 
２会場で開催されます。 

〈5月3日の日程〉 

10：00　　開幕　久瀬公正公民館 
10：10　　開会式 

10：30　　一谷嫩軍記熊谷陣屋の段（乙原歌舞伎保存会） 
13：00　　揖斐子供歌舞伎練り込み　揖斐川町中央公民館 

13：30　　鎌倉三代記三浦別れの段（揖斐子供歌舞伎） 
15：30　　閉幕 
18：30　   記念講演「岐阜の地芝居と子供歌舞伎」　南山大学教授　安田　文吉先生 

たに ふたば ぐん き くま がい じん や だん いちの 

くら さん だい き み うら わか だん かま 

その他、垂井曳　保存会による
映像参加、講演などを予定して
おります。 
皆さんの多数のご来場をお待ち
しております。 

【収録当日の主なイベント】 

「名医からのメッセージ」 
　健康に対し、より一層の関心を深めていただくために、わが国医療
の第一線で活躍している医師や学者の方に、日常生活に密着した角度
から、予防医学・健康生活術などをわかりやすくお話ししていただきます。 
「あなたが主役　ふるさとの味」 
　健康食としての日本食をあらためて見直し、地域の食材や食文化を
啓発することを目的として、地域の食育に係わる活動や、地元の食材
を使った伝統料理を、料理研究家のトークを交えて紹介します。 
「ミニトーク＆ライブ」 
「なんでだろ～？」でおなじみの人気コンビ、テツandトモによるミニ
ライブ。テレビでは見られない旬のコントや“食育ソング”を披露します。 
「各種パネル展示など」 

人気コンビ 
テツａｎｄトモ 
による 
ミニライブ 

司会 
ＮＨＫ宮川 
アナウンサー 

お問合せ先 
揖斐川町役場 総務部 企画課 
22－2111（内線140、141） 

 

 

皆さんのご参加をおまちしています。 

Information Room


